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1 2019. 1. 232　特集◎健康づくり推進員
14　青少年センターだより
20　穂高プール市民説明会
22　市役所職場説明会

主な内容

1,091人が
新成人に
本年、市では 1,091 人（男
性 532 人、女性 559 人）が
新成人となりました。1 月
13 日、友人や家族と記念撮
影をする姿が式典会場や玄
関先で見られました。

（関連記事 12 ページ）
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ご存知ですか？
健康づくり推進員
健康増進のための身近な存在、健康づくり推進員。安曇野市では現在 89 人が活動して
います。「自らの健康は自らつくる」をモットーに、
学習会への参加や地区活動の運営に取り組む推進員の皆さんを追いました。

「堀金村公民館報」昭和 43 年 10 月号の記事

「町報ほたか」昭和 38 年 1 月号の記事「町報ほたか」昭和 48 年８月号の記事

長
野
県
は
か
つ
て
日
本
一
の

脳
卒
中
多
発
県
だ
っ
た

長
寿
県
と
し
て
知
ら
れ
る
長
野
県
。

し
か
し
、
最
初
か
ら
長
寿
県
だ
っ
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
統
計
を
取
り
始

め
た
昭
和
40
年
の
調
査
結
果
で
は
、
男

性
の
平
均
寿
命
は
68
歳
で
全
国
9
位
、

女
性
の
平
均
寿
命
は
72
歳
で
全
国
26
位

と
現
在
と
比
べ
て
高
く
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
加
え
て
日
本
一
の
脳
卒
中
多

発
県
で
も
あ
り
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
推
進
員
（
旧
保
健
補
導

員
）
は
、
昭
和
20
年
、
旧
高た
か
ほ甫
村
（
現

在
の
須
坂
市
）
で
一
人
奮
闘
す
る
保
健

婦
を
見
た
地
元
の
主
婦
た
ち
が
「
健
康

の
た
め
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
自

分
た
ち
で
や
ろ
う
」
と
活
動
し
始
め
た

こ
と
が
誕
生
の
き
っ
か
け
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
地
域
か
ら
脳
卒
中
を
防
ぐ
た

め
、
食
事
の
塩
分
濃
度
を
減
ら
す
、
冬

季
の
室
温
測
定
を
続
け
る
な
ど
の
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
健
康

へ
の
意
識
が
県
内
の
市
町
村
に
広
が
っ

て
い
き
、
現
在
の
長
寿
県
長
野
を
作
る

礎
と
な
り
ま
し
た
。

長
野
県
の
平
均
寿
命
（
平
成
27
年
）

男
性
：
81
・
75
歳
（
全
国
2
位
）

女
性
：
87
・
67
歳
（
全
国
１
位
）

厚
生
労
働
省
「
都
道
府
県
別
生
命
表
」
よ
り

保
健
補
導
員
か
ら

健
康
づ
く
り
推
進
員
へ

安
曇
野
市
の
健
康
づ
く
り
推
進
員
の

歴
史
は
古
く
、
昭
和
30
年
に
は
旧
堀
金

村
と
旧
穂
高
町
に
保
健
補
導
員
会
が
設

置
さ
れ
活
動
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
昭

和
50
年
代
後
半
に
は
残
り
の
3
町
村

（
旧
豊
科
町
、
旧
三
郷
村
、
旧
明
科
町
）

に
も
設
置
さ
れ
、
そ
の
時
代
に
合
っ
た

保
健
衛
生
に
つ
い
て
学
習
し
、
自
主
的

に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
17
年
の

市
町
村
合
併
を
機
に
、
名
称
を
よ
り
活

動
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
「
健
康
づ
く

り
推
進
員
」
と
改
め
、
現
在
も
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

健
康
意
識
を
高
め

地
域
に
広
め
る

市
に
は
保
健
予
防
活
動
の
専
門
職
と

し
て
、
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
等
が
働

い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
限
ら
れ
た
人

数
の
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
等
だ
け
で

は
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
方
法
な
ど
を

市
民
に
十
分
周
知
す
る
こ
と
が
難
し
い

現
状
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
健
康
づ
く
り
推
進
員
は
次
の

よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
、
市
民
の
健
康

意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

〇
市
の
健
康
課
題
や
現
状
を
知
り
、
市

等
で
開
催
さ
れ
る
講
演
会
、
学
習
会
へ

参
加
す
る
。（
自
ら
が
学
ぶ
）

〇
推
進
員
が
主
体
と
な
り
、
地
区
で
健

康
に
関
す
る
講
座
を
開
催
す
る
な
ど
、

学
ん
だ
こ
と
を
各
地
区
へ
広
め
る
。（
地

域
に
還
元
す
る
）

行
政
と
地
域
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と

し
て
、
自
ら
の
健
康
意
識
を
高
め
、
得

た
知
識
を
地
域
に
広
め
て
、
健
康
で
明

る
い
社
会
を
築
く
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。

特集◎
ご存知ですか？
健康づくり推進員

各地域ごとに行われる地域会などを通じて、健康づくり推進員を務める上での
悩みや課題を共有するなど情報交換を行っています。

行政と地域をつなぐ行政と地域をつなぐ

健康づくり推進員とは　～地域の健康課題発見者～

各 地区から選出され、地区内における健康増進の
推進者として市の保健師等と連携し、保健予防

事業が地域全般に行き渡るよう活動します。
任期：２年　　人数：89 人（平成 30 年度）
主な活動内容
・市全体研修会への参加（市の健康課題、効果的な

運動実践法、健康と睡眠についてなど）
・地域での学習会の開催（地域課題、健診結果の見

方等）
・地区活動の実施（糖尿病、高血圧予防、減塩、市

歌体操等の内容で通年健康教室を開催）
・健康づくり講演会で学習（認知症予防についてなど）

11 月 8 日（木）、認知症予防をテーマに全体研修会が行われ、認知
症の初期症状や家庭で簡単にできる予防法などを学びました。
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「役が回ってきたから…」　そんな人が地域を支えている

市 健康づくり推進員の選出方法を見ると、“区長や

前任者からの推薦”が 48％、“順番があらかじ

め決まっている”が 36％となっており、“自ら立候補

した”は、わずかに 1％しかありません。しかし、任

期を終える頃のアンケートでは「やって良かった」と

いう声が多く聞かれ、「推進員の活動が自身の健康の役

に立ったか」という問いに 96％の人が役に立ったと回

答しています。推進員を経験することで少しでも健康

の知識を持った人が地域に増え、家庭や地域において

　実践することで市の健康づくりを支えています。

健康づくり推進員の選出方法

区長からの推薦
36％

前期健康づくり
推進からの推薦

12％

順番が決まっている
36％

立候補した
1％

その他
15％

特集◎
ご存知ですか？
健康づくり推進員

自
分
の
健
康
を

デ
ー
タ
で
比
較

「
こ
ん
に
ち
は
！
」
部
屋
に
入
る
と

大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
が
聞
こ
え
て
き

ま
す
。
七
日
市
場
区
の
健
康
教
室
は
、

健
康
づ
く
り
推
進
員
と
地
区
役
員
が
地

元
の
区
に
呼
び
か
け
て
開
催
し
て
い
ま

す
。健

康
教
室
の
参
加
者
は
、ま
ず
血
圧
・

体
組
成
測
定
、
問
診
を
受
け
、
自
分
の

健
康
状
態
を
確
認
し
ま
す
。
測
っ
た
デ

ー
タ
を
、
前
回
の
結
果
と
比
較
し
て
見

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

毎
回
参
加
し
て
い
る
と
い
う
加
藤
忠

男
さ
ん
は
「
こ
う
い
う
機
会
が
な
い
と

な
か
な
か
自
分
の
デ
ー
タ
を
見
る
こ
と

は
な
い
。
表
に
な
っ
て
い
る
の
で
見
や

す
く
、
自
分
の
健
康
状
態
を
客
観
的
に

確
認
で
き
る
の
が
良
い
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

保
健
師
に
よ
る
講
話

自
分
の
健
康
状
態
を
把
握
し
た
後

は
、
市
の
保
健
師
に
よ
る
腎
臓
の
働
き

に
つ
い
て
の
健
康
講
話
で
す
。

腎
臓
は
辛
抱
強
い
器
官
で
、
他
の
器

官
よ
り
自
覚
症
状
が
出
に
く
い
た
め
、

気
づ
い
た
時
に
は
す
ぐ
に
入
院
、
人
工

透
析
が
必
要
と
な
る
こ
と
も
珍
し
く
な

い
と
い
う
事
例
を
学
び
ま
し
た
。
参
加

者
は
早
期
に
気
付
く
方
法
や
、
腎
臓
病

の
予
防
法
な
ど
の
話
を
熱
心
に
聞
き
、

メ
モ
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

参
加
す
る
の
が
楽
し
み
に

最
後
は
み
ん
な
で
体
を
動
か
す
健
康

体
操
で
す
。
市
の
健
康
運
動
指
導
士
が

お
手
本
に
な
り
、
参
加
者
全
員
で
椅
子

や
ゴ
ム
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
体
操
し
ま

す
。
今
回
で
4
回
目
の
参
加
と
な
る
と

い
う
丸
山
岩
子
さ
ん
は
「
教
室
で
色
々

な
こ
と
を
覚
え
て
家
で
や
っ
た
り
す
る

の
が
好
き
。
人
と
交
流
で
き
る
の
も
楽

し
み
の
一
つ
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

健
康
に
か
か
わ
る
知
識
を
学
ぶ
だ
け

で
な
く
、
地
域
で
の
交
流
の
輪
を
広
げ

る
こ
と
が
、
安
曇
野
市
の
健
康
づ
く
り

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

地域から健康を支える地域から健康を支える
参加者はとにかくみんな笑顔。笑うことも
健康に良い効果があるとのこと

健康の輪を
地域に広げる。
健康づくり推進員 地区活動

活動
レポート

三郷地域の七日市場区公民館で行われた健康
づくり推進員の地区活動（健康教室）を取材
しました。この日は、保健師による健康チェ
ックや腎臓の働きについての講話と、健康運
動指導士による健康体操が行われました。こ
の活動を通じて、健康づくりの輪を各地域に
広げています。
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特集◎
ご存知ですか？
健康づくり推進員

1
2 3

4

やってみよう！
あづみの健康体操
市民の皆さんの健康づくりに役立てていただくため、市歌に合わせたオリジ
ナル体操を平成 28 年に制作しました。ここでは“安曇野らしさ”を表現した
体操の一部を紹介します。ぜひ皆さんも覚えてやってみてください。

ラジオ体操と同じ
くらい体を動かす
効果があるよ！

左右に１歩づつステップ
を踏みながら、りんごを
もぐように片手を伸ばす。
２回繰り返す。

左右に１歩づつステップ
を踏みながら、りんごを
もぐように両手を伸ばす。
２回繰り返す。

振付：健康運動指導士　横山 みゆき

全編を収録した DVD を
各図書館で貸し出し中！
ぜひご利用ください。

地域の絆と健康をはぐくむ

市 は「健康長寿のまちづくり」を重点目標に掲げ、特定健診や健康増

進事業等の推進、アクティブシニアがんばろう事業の普及、朗人大

学講座やシルバー人材センターへの支援、公共交通の充実化に向けた取り

組みなど、市民の皆さまが安心していきいきと暮らせる地域づくりを進め

ています。健康づくり推進員の皆さまは、市と共に、市民の健康課題と向

き合い、その対策を地域に広めるという大変重要な役割を担っていただい

ています。ぜひ、多くの皆さまにこの活動に関わっていただき、ご自身の

健康と共に、地域の絆をはぐくんでいただくようお願いします。市長　宮澤　宗弘

誰でも気軽に運動
できます！

健康づくり推進員の皆さんも出演しています！

あづみの健康体操は立位版と座
位版があり、誰でも気軽に運動
できます。DVD の貸し出しもあ
りますので地区や団体の集まり
でぜひご利用ください。

両手を大きく開きながら、1
歩前に踏み込み下肢筋肉を
刺激する。２回繰り返す。

左右に重心移動をしながら、
両手をやわらかく左右に動
かす。４回繰り返す。

詳しくは Youtube で

安曇野健康　〇×クイズ！

１．安曇野市は全国に比べて脳梗塞で死亡する人が少ない

２．平成 29 年度の安曇野市国保特定健診受診率は 60％を超えている

３．安曇野市はメタボリックシンドロームと判定される人の割合が県より高い

４．安曇野市の人工透析者は年々増加傾向にある

５．人工透析者の内、糖尿病がある人が半数である

正解は９ページにあるよ！

あづみの健康体操 検索➡

りんご狩りを表現 揺れる稲穂を表現
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健康づくり推進員（寺所）

細萱 繁 さん

健康づくり推進員（等々力町）

古幡 基
もとい

 さん

互
選
に
よ
り
2
年
間
健
康
づ
く
り

推
進
員
の
会
長
職
を
引
き
受
け

ま
し
た
。
不
安
な
状
態
で
の
ス
タ
ー
ト

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
各
地
域
長
さ
ん

を
は
じ
め
二
人
の
副
会
長
さ
ん
に
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
た
だ
き
、
無
事
に
任
期
を

終
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
就
任
当
初

は
、何
も
か
も
手
探
り
状
態
で
し
た
が
、

市
の
保
健
師
さ
ん
か
ら
健
康
推
進
に
つ

い
て
学
ん
で
い
く
中
で
各
推
進
員
の
結

束
も
固
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
2
年
目

か
ら
は
主
体
的
に
企
画
運
営
す
る
こ
と

で
積
極
的
な
保
健
予
防
活
動
が
で
き
ま

健
康
づ
く
り
推
進
員
と
し
て
2
年

近
く
が
経
過
し
、
研
修
会
や
学

習
会
、
ま
た
地
区
に
お
け
る
健
康
教
室

の
開
催
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
し
ま

し
た
。
活
動
を
通
じ
て
、
健
康
の
尊
さ

を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
推
進
員
は
本

当
に
や
り
が
い
の
あ
る
活
動
だ
と
実
感

し
ま
し
た
。私
た
ち
推
進
員
の
役
割
は
、

健
康
づ
く
り
に
関
し
て
市
と
地
区
を
つ

な
ぐ
パ
イ
プ
で
あ
り
、
地
区
の
皆
さ
ん

が
健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
後
も
推
進
員
活
動
で
培

っ
た
経
験
を
活
か
し
、
地
区
に
お
け
る

健
康
づ
く
り
事
業
に
関
わ
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
さ
ん
の
お

か
げ
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
推
進
員
は
、
積
極
的
に

参
加
さ
れ
た
人
や
、
仕
方
な
く
引
き
受

け
た
人
も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
現
在
は
皆
さ
ん
の
健
康
に
対
す
る

意
識
も
高
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。
何
よ

り
何
か
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
全
員
が
同

じ
方
向
を
向
い
て
一
致
団
結
し
た
か
ら

こ
そ
、
私
た
ち
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も
あ

る
、「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
り
ま

し
ょ
う
」
を
少
し
で
も
地
域
に
広
め
る

こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

安
曇
野
市
で
も

健
康
長
寿
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
中
で
、
私

自
身
も
ま
ず
自
分
が
健
康
で
い
な
け
れ

ば
と
思
い
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
始
め
ま
し

た
。ま

も
な
く
還
暦
を
迎
え
ま
す
が
人
生

１
０
０
年
時
代
、
あ
と
40
年
あ
ま
り
健

康
で
認
知
症
に
気
を
付
け
な
が
ら
、
穏

や
か
に
生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。一

緒
に
2
年
間
活
動
し
て
い
た
だ
い

た
地
区
推
進
員
の
皆
さ
ん
へ
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

健
康
と
は
、
自
ら
の
心
身
が
良
好

で
あ
っ
て
、
社
会
活
動
も
支
障

な
く
行
え
る
状
態
に
あ
る
こ
と
で
す
。

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
つ
く
る
」
こ

と
に
よ
っ
て
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
努

め
、
豊
か
な
人
生
を
築
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
バ
ラ
ン
ス
良
い

食
事
と
運
動
を
し
て
、
生
活
習
慣
を
改

善
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
私
は
健
康

づ
く
り
推
進
員
と
し
て
、
自
ら
学
ぶ
こ

と
で
仲
間
が
増
え
、
健
康
格
差
を
解
消

さ
せ
る
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
事
情
に

も
精
通
し
、
地
域
貢
献
が
で
き
た
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

健康づくり推進員を
やってみて。2017 年から2 年間健康づくり推進員を務めた 3 人に、

経験から得たことを伺いました。

健康づくり推進員（住吉）

小松 純子 さん

ま
ず
自
分
が
健
康
で
あ
る
こ
と

仲間に出会い、

市と地区を繋ぐパイプ役

地
域
に
貢
献
で
き
た

推進員
インタビュー

特集◎
ご存知ですか？
健康づくり推進員

健康〇×クイズの答え

１. ×（多い）
２. ×（市は 48.2％）
３.○（H29　県 16.4％ / 市 18％）

４.○
５.○

地域に必要なつながりの力

健康づくり推進員は地域の健康づくりのために欠かせない存在です。

市と推進員のつながりが健康づくりを地域に広げ、推進員と地区とのつ

ながりがさらに市民へと輪を広げていきます。また、人と人とのつなが

りの力がお互いの信頼を築き、豊かな地域づくりにつながっていくので

はないでしょうか。市では健康づくり推進員を各地区から選出していま

す。ぜひ推進員と一緒に活動に参加してみませんか。

問穂高健康支援センター内健康推進課（481・0711　681・0703）
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市政トピックス

【
感
謝
状
】

●
統
計
功
労

統
計
調
査
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た

り
職
務
に
精
励
さ
れ
、
統
計
行
政
の
推

進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

相あ
い
ば
ら原　

世せ

つ

こ
津
子 

様
（
穂
高
）

●
寄
贈
・
寄
附

災
害
時
の
応
急
対
応
に
有
益
な
防
災

用
備
品
を
多
数
寄
附
さ
れ
、
防
災
体
制

の
充
実
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

グ
ロ
リ
ア
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社 

様
（
三
郷
）

ブ
ッ
ク
ハ
ン
ド
を
多
数
寄
附
さ
れ
、

地
域
の
読
書
活
動
推
進
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

株
式
会
社
ア
ー
ト
ア
ー
ツ 

様
（
東

京
都
新
宿
区
）

な
お
、
本
年
度
次
の
皆
さ
ん
に
も
表

彰
状
・
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

【
表
彰
状
】

●
芸
術
文
化
功
労

国
際
的
な
バ
レ
エ
コ
ン
ク
ー
ル
で

金
メ
ダ
ル
の
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
ら

れ
、
芸
術
文
化
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。（
平
成
30
年
7
月
30
日
贈
呈
）

栁や
な
ぎ
し
ま
島　

皇こ
う
よ
う瑶 

様
（
三
郷
）

平
成
30
年
度
安
曇
野
市
功
労
表
彰
式

と
新
年
祝
賀
会
が
１
月
４
日
、
安
曇
野

ス
イ
ス
村
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
（
豊
科
南
穂

高
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
功
労
表
彰
式

功
労
表
彰
式
で
は
13
人
・
１
団
体
・

2
企
業
の
皆
さ
ん
に
宮
澤
市
長
か
ら
表

彰
状
・
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受

賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
順
不
同
）

【
表
彰
状
】　

●
自
治
功
労

市
農
業
委
員
会
会
長
・
市
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
長
と
し
て
、
多
年
に
わ
た

り
、
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

板い
た
は
な花　

守も
り
お夫 

様
（
堀
金
）

中な
か
た田　

正ま
さ
し志 

様
（
三
郷
）

●
社
会
教
育
功
労

市
文
化
財
団
理
事
長
を
歴
任
さ
れ
る

な
ど
、
多
年
に
わ
た
り
、
社
会
教
育
の

推
進
と
文
化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

浅あ
さ
か
わ川　

文ふ
み
よ
し彬 
様
（
豊
科
）

●
社
会
体
育
功
労

指
導
者
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
、

【
感
謝
状
】

●
公
益
功
労

武
蔵
野
市
民
を
中
心
に
玉
ね
ぎ
ツ
ア

ー
を
企
画
運
営
さ
れ
る
な
ど
、
多
年
に

わ
た
り
、
本
市
と
の
友
好
交
流
と
地
域

産
業
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。（
平

成
30
年
6
月
22
日
贈
呈
）

露つ
ゆ
き木 

サ
ヨ
子こ 

様（
東
京
都
武
蔵
野
市
）

●
寄
贈
・
寄
附

貴
重
な
作
品
や
資
料
を
寄
贈
さ
れ
、

収
蔵
作
品
の
充
実
と
文
化
の
向
上
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。（
平
成
30
年
4
月
15

日
贈
呈
）

髙た
か
は
し橋　

千か
ず
え笑 

様（
東
京
都
練
馬
区
）

青
少
年
健
全
育
成
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

清き
よ
さ
わ澤　

晴は
る
じ治 

様
（
豊
科
）

矢や
ば
な花　

幸ゆ
き
お雄 

様
（
明
科
）

山や
ま
こ
し越　

優ゆ
う
い
ち一 

様
（
明
科
）

山や
ま
ざ
き﨑　

守も
り
と
よ豊 

様
（
明
科
）

●
消
防
功
労

消
防
業
務
に
多
年
に
わ
た
り
従
事
さ

れ
、消
防
団
活
動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

鳥と

ば羽　

昌ま
さ
ひ
ろ弘 

様
（
明
科
）

平ひ
ら
く
ら倉　

儀よ
し
あ
き明 

様
（
堀
金
）

小こ
ば
や
し林　

正ま
さ
か
ず和 

様
（
穂
高
）

●
社
会
福
祉
功
労

保
護
司
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
、

更
生
保
護
活
動
と
明
る
い
社
会
づ
く
り

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

河か
わ
か
み上　

幸ゆ
き
お雄 

様
（
穂
高
）

中な
か
ざ
わ澤　

將ま
さ
ふ
み文 

様
（
明
科
）

●
善
行
功
労

河
川
愛
護
活
動
を
、
多
年
に
わ
た

り
続
け
ら
れ
、
水
環
境
の
保
全
と
良
好

な
河
川
環
境
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

犀
川
水
系
水
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡

協
議
会　

様
（
明
科
）

三み
た
む
ら

田
村　

有あ
り
す
み純 

様（
埼
玉
県
比
企
郡
）

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
た

め
多
額
の
金
員
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

（
平
成
30
年
5
月
8
日
贈
呈
）

善ぜ
ん
に
ょ
う
じ

如
寺　

精せ
い
い
ち一 
様（
群
馬
県
高
崎
市
）

登
山
者
誘
客
の
た
め
の
山
岳
環
境
整

備
事
業
に
多
額
の
金
員
を
寄
附
さ
れ
ま

し
た
。（
平
成
30
年
6
月
28
日
贈
呈
）

有
限
会
社
蝶
ヶ
岳
ヒ
ュ
ッ
テ 
様
（
松

本
市
）

高
齢
者
福
祉
施
設
の
改
修
費
と
し
て

多
額
の
金
員
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。（
平

成
30
年
９
月
27
日
贈
呈
）

髙た
か
は
し橋　

誠
ま
こ
と 

様
（
松
本
市
）

■
市
功
労
表
彰
　
13
人
・
1
団
体
・
2
企
業
を
表
彰

後列左から中山栄樹副市長、内川集雄市議会副議長、平倉儀明、鳥羽昌弘、矢花幸雄、山越優一、山﨑守豊、
犀川水系水のネットワーク連絡協議会（前会長　望月正男）、グロリアス・ジャパン株式会社（代表取締役
金井田平）、橋渡勝也教育長
前列左から清澤晴治、浅川文彬、板花守夫、宮澤宗弘市長、小松洋一郎市議会議長、中田正志、河上幸雄、
中澤將文（受賞者は敬称略）
※当日欠席された受賞者の皆さんには後日伝達しました。

表敬
訪問

全国大会等出場や表彰を受け、
宮澤市長を表敬訪問した皆さんを
紹介します。（敬称略）

平成 30 年 12 月 20 日
第 35 回全国商業高等学校英語スピーチコン
テスト出場（東京都）
諌
いさやま

山ありさ（穂高商業高）

第37回全国高等学校弓道選抜大会出場（岡山県）
林
はやしひろと

寛人（穂高商業高）

ＪＯＣジュニアオリンピックカップ
第 32 回全国都道府県対抗中学バレーボール
大会出場（大阪府）　
百
も も せ

瀬美
み ゆ き

幸（堀金中）

平成 30 年 12 月 27 日
長野県農村女性きらめきコンクールで最優秀
賞（知事賞）を受賞
豊科農村女性学習会の皆さん
※発足から 25 年間、食育活動を中心に活発な活動

に取り組み、その成果をまとめた「伝」「続 伝」
を発刊するなど、地域に広く影響を与えたことが
評価されました。
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家庭で余っている缶詰などの食品を、福祉
施設や食べ物を必要としている人に提供する
ことと、食品ロスを減らすことを目的とした

「安曇野フードドライブ」が開かれました。
実行委員会の主催で毎年行われ、今年で 3

回目となります。市役所に設けられた特設会
場には 2 日間で計 1,081 点、1,833㎏の米や缶
詰などが寄付されました。

寄付された食品は実行委員会を通じてフー
ドバンクに寄付され、食べ物を必要としてい
る人に送られます。

安曇野で活動する若手音楽家によるコン
サートが穂高交流学習センター「みらい」で
開かれ、約 150 人の観客の前で練習の成果を
披露しました。このコンサートは、地域の若
手音楽家の発掘と市民に身近な場で音楽に触
れてもらいたいと毎年開かれているもので、
7 月に行われたオーディションで選ばれた 3
人が演奏しました。

フィナーレは観客と一緒にジングルベルや
きよしこの夜を合唱し、会場は少し早いクリ
スマスの雰囲気に包まれていました。

12/15・16　安曇野フードドライブ

12/22　ホリデーコンサート in みらい

不用な食品を有効活用

若手音楽家を発掘！

市消防団出初式が豊科公民館大ホールを
主会場に開かれました。式典には約 370 人
の団員が参加し、団員表彰や退団者表彰が
行われました。二

ふたつぎひろし

木弘団長は式辞の中で、「地
域防災の中核的存在として、予防消防活動
を推進していきたい」と話しました。式典後
には分列行進が行われ、豊科公民館から音
楽喇叭

ら っ ぱ

隊の行進曲に合わせ、周回しました。

市成人式がスイス村サンモリッツで開かれました。
本年、市では 1,091 人（男性 532 人、女性 559 人）が
新成人となり、式典には 783 人が参加。晴れ着姿で恩
師や友人との再会を喜んだり、記念撮影をする姿が見
られました。新成人代表としてあいさつした小穴純

す み と

豊
さんは「自分が学んでいることを社会に生かし、人々
を豊かにできる仕事がしたい」と夢を語りました。

1/13　安曇野市消防団出初式

1/13　安曇野市成人式

地域の安心安全へ団員一丸

1,091人が新成人に

誰でも楽しくパラスポーツを楽しむことができる
「安曇野わくわくスポーツ体験会」が、堀金総合体育館
で行われました。パラスポーツを身近に感じてもらい、
パラスポーツや障がい者への理解を深めてもらう機会
として、初めて開かれました。

当日は子どもから高齢者まで約 80 人が参加。目標と
なる白のボール（ジャックボール）に、赤・青のボー
ルを投げ、ジャックボールにいかに近づけるかを競う

「ボッチャ」や、ネットを外した卓球台 2 台を合わせて
4 つに分けたコートに、4 チーム 16 人がボールを転が
して打ち合う「4 面卓球バレー」などさまざまなパラ
スポーツが行われました。

車椅子バスケットや 4 面卓球バレーなどを体験した
岡野広

ひ ろ む

夢さん（三郷小）は「車椅子を操作しながら上
半身だけでシュートをするのが難しかった。4 面卓球
バレーは協力してコートを守るのが楽しかった」と笑
顔で話してくれました。

サッカー J2 松本山雅 FC の J2 優勝と J1
昇格を記念した写真展が、穂高交流学習セ
ンター「みらい」で開かれました。

会場には今シーズンを振り返る写真が展
示されたほか、選手のサイン入りボールや
歴代のユニフォームも展示され、訪れた人
たちは写真を撮るなどして楽しんでいました。

12 月 22 日にはオフィシャルマスコット
キャラクターのガンズ君が駆けつけ、子ど
もたちと一緒に写真を撮ったり、サインに
応じるなどして交流しました。

12/20 ～ 1/6　松本山雅 FC写真展

激闘のシーズンを振り返る

12/15　安曇野わくわくスポーツ体験会

パラスポーツを身近に
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無料通話アプリのグループトークで生じる“いじめ”や“仲間外れ”は、地域を問わず課題となっています。

特定の子に対し、その子の発言だけ無視する、その子にとって不快な写真や動画をグループで共有する、

その子以外とグループを作り悪口を言う、その子をグループから突然外すなどがあり、何気ない出来事からいじめに発展

することも少なくありません。メンバーでなければ会話の内容を読むことができないため、トラブルの発見が

遅れがち。日々の様子や会話から子供の変化に気付くこと、これが早期発見や解決につながります。

グループトークに起因するトラブルも、パターンはさまざま

うっかり 「？」 をつけ忘れたために

クラスの仲良し数人でやっているグループトーク。

Bさんは、書き込みの最後に 「？」 をつけ忘れた

まま、スマホを置いてお風呂に入ってしまいました。

お風呂上りにスマホを見ると、「ひどい！」などの書き

込みが。誤解を解こうとしても、反応なし。Bさん以外

のメンバーは別グループを作り、Bさんを外したのです。

○○ちゃんの
話ってさー

周囲と違う意見が言いづらい雰囲気（同調圧力）が、いじめに発展する
ケースも。「空気を読む」ことの功罪を考え、思いやりの心を育てましょう。

考えてみよう！

ワンポイント
アドバイス

❷ 無料通話アプリなどでの悪口や仲間外れ

8

A. 文字だけの会話だから

「？」 と 「！」 では意味が真逆

になることもある文字の会話。

こういった記号、スタンプ、(^^)
のような顔文字などを巧みに

使って、みんなに正しく伝わる

ようにすることが大切です。

B. 早くて複雑な会話だから

グループトークはテンポが速く、

複数の会話が並行して飛び

交います。途中参加をすると、

流れをつかむのは至難の業。

でも、曖昧な状態での会話は

トラブルの火種になるのです。

C. ムカッ！イラッ！としたら

どんな会話でも、嫌な気持ち

になることはあります。そんな

ときは感情をすぐにぶつけず、

一呼吸して考えて。文字だと

ケンカになりそうなら、電話で

話してみるのも良い方法です。

いっつも
面白くない

会話の流れが速いために、ちょっとしたことで誤解や感情の行き違いが生じやすい
グループトーク。いじめやトラブルが起きないために、できることはありませんか？

普段の何気ない行動が‥‥

一方的にグループから外されてしまった

青少年センター
だより

安曇野市
11
月
の
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

強
調
月
間
」
に
あ
わ
せ
、
セ
ン
タ
ー
で

は
青
少
年
に
有
害
な
地
域
環
境
実
態
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。　

市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
レ

ン
タ
ル
ビ
デ
オ
店
、
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク

11
月
は
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

強
調
月
間
」
で
し
た
。
重
点
課
題
と
し

て
若
者
の
社
会
的
自
立
支
援
の
促
進
、

子
ど
も
を
犯
罪
や
有
害
環
境
か
ら
守
る

た
め
の
取
り
組
み
の
推
進
、
児
童
虐
待

の
予
防
と
対
応
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策

の
推
進
、
生
活
習
慣
の
見
直
し
と
家
庭

へ
の
支
援
を
掲
げ
、
子
ど
も
・
若
者
育

成
支
援
に
関
す
る
県
民
運
動
の
一
層
の

充
実
を
図
り
ま
し
た
。

１
日
に
は
「
長
野
県
子
ど
も
を
性
被

害
か
ら
守
る
た
め
の
条
例
」
の
周
知
の

た
め
、
県
下
一
斉
街
頭
啓
発
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。市
内
で
は
Ｊ
Ｒ
豊
科
駅
・

穂
高
駅
・
明
科
駅
前
で
青
少
年
サ
ポ
ー

タ
ー
で
あ
る
青
少
年
セ
ン
タ
ー
運
営
委

員
が
あ
い
さ
つ
を
し
な
が
ら
テ
ィ
ッ
シ

ュ
を
配
布
し
ま
し
た
。

ス
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
、
書
店

等
を
訪
問
し
、
青
少
年
に
有
害
な
物
品

の
販
売
の
有
無
等
、
店
舗
の
実
態
把
握

の
た
め
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

有
害
物
品
を
販
売
し
て
い
る
店
で
は

区
分
陳
列
し
店
員
の
目
の
届
く
と
こ
ろ

に
配
置
し
た
り
、酒
類
・
た
ば
こ
の
販
売

店
で
は
購
入
時
に
年
齢
確
認
に
よ
り
、

未
成
年
者
へ
の
酒
類
・
た
ば
こ
の
不
販

11
月
10
日
、
諏
訪
市
文
化
セ
ン
タ

ー
で
長
野
県
青
少
年
健
全
育
成
県
民
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
知
事
、
諏
訪
市
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
青
少
年
健
全
育
成
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
市
で
は
、
市
少
年
警
察
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
に
所
属
し
、
明
科
地

域
青
少
年
育
成
市
民
会
議
の
一
員
で
も

あ
る
山
口
登
さ
ん
が
、
長
野
県
将
来
世

代
応
援
県
民
会
議
会
長
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。
山
口
さ
ん
は
、
長
年
に
渡
り

地
域
の
補
導
活
動
や
防
犯
活
動
、
青
少

年
の
非
行
防
止
の
啓
発
活
動
な
ど
に
ご

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
諏
訪
清
陵

高
等
学
校
ダ
ン
ス
部
の
「
清
陵
ダ
ン
ス

シ
ョ
ー
」
が
行
わ
れ
、
よ
さ
こ
い
や
ハ

売
を
徹
底
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
児

童
・
生
徒
の
み
の
夜
間
利
用
や
授
業
時

間
利
用
時
の
声
掛
け
な
ど
を
行
っ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
市
内
に
は
有
害
自
動
販
売

機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
所
が
１
カ
所

あ
り
、
撤
去
が
望
ま
れ
ま
す
。

ロ
ウ
ィ
ン
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

続
い
て
、「
ス
マ
ホ
時
代
の
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
」
と
題
し
、
兵
庫
県
立

大
学
環
境
人
間
学
部
准
教
授
の
竹
内
和

雄
さ
ん
が
司
会
を
務
め
、
岡
谷
南
、
諏

訪
二
葉
、
岡
谷
東
高
等
学
校
2
年
生

の
3
人
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
形
式
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
竹
内
さ
ん
は
、
内
閣
府
が
行
っ
た

２
０
１
６
年
度
『
青
少
年
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
環
境
実
態
調
査
』
の
結
果

か
ら
、「
小
学
生
の
27
％
、
中
学
生
の

51
・
7
％
、
高
校
生
の
94
・
8
％
が
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
て
お
り
、
子

ど
も
た
ち
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用

す
る
な
と
言
う
こ
と
は
難
し
く
、
ど
う

付
き
合
っ
て
い
く
か
を
考
え
て
い
か
な

く
て
は
い
け
な
い
現
状
に
あ
る
。
ス
マ

ホ
と
の
付
き
合
い
方
を
親
子
で
し
っ
か

り
話
し
合
い
、
利
用
の
ル
ー
ル
を
決
め

る
こ
と
や
利
用
を
制
限
す
る
機
能
を
使

う
の
も
長
時
間
利
用
を
防
ぐ
一
つ
の
方

法
で
あ
る
。
そ
し
て
、
子
ど
も
自
身
が

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
上
手
に
付
き
合

い
、
自
己
管
理
し
て
い
け
る
よ
う
に
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
、
大
人
は
子
ど

も
の
相
談
に
乗
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
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青
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域
環
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調
査
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野
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青
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年
健
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育
成
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会

青少年相談窓口をご利用ください
誰にも相談できず一人で悩んでいる児童・生徒の皆さん、子どものことで悩んでいるご家族等、

気軽に青少年センターへ電話ください。メールでの相談も受け付けています。一緒に解決の糸口を
見つけましょう。

青少年センターでは、引きこもり、学校での交友関係やネットいじめ、不登校、万引きや家庭内
暴力等の問題行動、自分自身のことなど、青少年に関する相談を受け付けています。
●電話・面接での相談　 47 1 ・ 2 4 6 2（月曜日～金曜日：午前９時～午後５時）
●電子メールでの相談　 mseishonen@city.azumino.nagano.jp

インターネットトラブル事例集
総務省総合通信基盤局消費者行政第一課青少年担当発行
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三
郷
文
化
公
園
体
育
館
改
修
工
事
の

終
了
に
伴
い
、
3
月
１
日
か
ら
三
郷
地

域
体
育
施
設
の
予
約
受
付
場
所
が
三
郷

文
化
公
園
体
育
館
に
戻
り
ま
す
。
電
話

番
号
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
体
育
館
の
利
用
開
始
は
4
月

１
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

予
約
可
能
期
間　

4
月
１
日
（
月
）
～

２
０
２
０
年
3
月
31
日
（
火
）

予
約
方
法　

2
月
18
日
（
月
）
か
ら
豊

科
公
民
館
窓
口
で
（
受
付
は
午
前
8

時
30
分
～
午
後
5
時
）

注
意
事
項　

▽
会
議
室
の
予
約
受
付
は
、
使
用
日
前

月
の
１
日
か
ら
で
す
。（
大
ホ
ー
ル

使
用
に
伴
う
会
議
室
は
大
ホ
ー
ル
予

約
時
に
受
付
可
）

▽
4
月
分
の
豊
科
公
民
館
会
議
室
の
予

約
受
付
は
3
月
１
日
（
金
）
か
ら
行

い
ま
す
。

安
曇
野
市
中
学
高
校
美
術
部
展

～
10
周
年
記
念
展
～

市
内
の
中
学
・
高
校
美
術
部
に
よ
る

合
同
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。
10
周
年

記
念
展
と
な
る
今
回
は
、
市
内
中
高
11

校
、
市
外
か
ら
3
校
が
賛
助
出
品
し
ま

す
。
ま
た
、
関
連
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

現
在
も
造
形
活
動
を
続
け
る
卒
業
生
の

作
品
展
示
な
ど
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

日
2
月
5
日
（
火
）
～
2
月
24
日
（
日
）

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
最
終
日
は

午
後
１
時
ま
で
。
入
場
は
閉
館
の
30

分
前
ま
で
）

場
美
術
館
2
階
展
示
室
・
新
館
大
展
示

室
費
無
料
（
常
設
展
は
有
料
）

休
2
月
12
日
（
火
）・
18
日
（
月
）

市
内
外
6
校
の
高
校
演
劇
部
が
、
役

者
を
は
じ
め
音
響
や
照
明
な
ど
す
べ
て

生
徒
が
分
担
し
て
発
表
を
行
い
ま
す
。

日
2
月
11
日
（
月
）

　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
4
時
30
分

場
豊
科
公
民
館
大
ホ
ー
ル

費
無
料　

申
不
要

安
曇
野
の
魅
力
再
発
見
講
座

～
万
水
川
と
荻
原
碌
山（
守
衛
）～

荻
原
碌
山
が
万
水
川
を
舟
で
下
り
、

初
め
て
東
京
に
出
て
か
ら
今
年
で
１
２

０
年
に
な
り
ま
す
。
安
曇
野
が
生
ん
だ

芸
術
家
の
足
跡
を
辿
り
、
故
郷
の
魅
力

を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
１
月
27
日
（
日
）

　

午
後
4
時
～
5
時
30
分

場
明
科
公
民
館
講
堂

講
荻
原
義よ

し
し
げ重
さ
ん（
市
社
会
教
育
委
員
、

碌
山
美
術
館
評
議
員
、
荻
原
守
衛
実

兄
の
孫
）

費
無
料　

申
不
要

50
代
・
60
代
か
ら
の
身
体
づ
く
り
教
室

～
動
き
や
す
い
身
体
の
作
り
方
～

自
宅
で
で
き
る
筋
ト
レ
や
ス
ト
レ
ッ

喫
茶
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ひ
な
ま
つ
り
ア
レ
ン
ジ

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
を
使
っ
て

ひ
な
ま
つ
り
向
け
の
ア
レ
ン
ジ
を
作
り

ま
す
。
喫
茶
ロ
ザ
ー
ス
の
ケ
ー
キ
セ
ッ

ト
付
き
で
す
。

日
①
2
月
15
日（
金
）午
前
10
時
～
正
午

　

②
2
月
17
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

場
美
術
館
喫
茶
ロ
ザ
ー
ス

対
中
学
生
以
上

費
３
３
０
０
円
（
受
講
料
、
材
料
、
ケ

ー
キ
セ
ッ
ト
代
）

定
各
10
人
（
先
着
順
）

持
は
さ
み
、
エ
プ
ロ
ン
、
作
品
を
入
れ

る
箱

申
１
月
29
日
（
火
）
～
2
月
11
日
（
月
）

に
美
術
館
に
電
話
の
上
、
受
講
料
を

添
え
て
美
術
館
へ
直
接
。

チ
の
仕
方
を
学
び
ま
す
。
ど
の
年
代
の

人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
2
月
6
日
～
3
月
6
日
（
毎
週
水
曜

日
・
全
5
回
）
午
後
１
時
30
分
～
2

時
30
分

場
穂
高
会
館
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ル
ー
ム

対
市
内
在
住
・
在
勤
者

講
小
林
美
穂
さ
ん（
健
康
運
動
指
導
士
）

費
１
０
０
０
円
（
全
5
回
分
）

定
30
人
（
抽
選
）

申
１
月
30
日
（
水
）・
31
日
（
木
）
に

穂
高
会
館
へ
電
話
で

明
治
か
ら
戦
前
ま
で
の
教
科
書
を
展
示

文
書
館
所
蔵
の
明
治
か
ら
戦
前
ま
で

の
教
科
書
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
尋
常

小
学
校
・
高
等
小
学
校
・
国
民
学
校
な

ど
で
使
用
さ
れ
た
教
科
書
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

日
3
月
31
日
（
日
）
ま
で

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

場
文
書
館
閲
覧
コ
ー
ナ
ー

内
▽
国
語
読
本
▽
算
術
教
本
▽
博
物
教

本
▽
修
身
▽
女
子
教
本 

な
ど

費
無
料

休
土
曜
日
、
祝
日

友
の
会 

手
仕
事
く
ら
ぶ　

お
ひ
な
さ
ま
づ
く
り

古
布
で
一
対
の
お
ひ
な
さ
ま
（
希
望

に
よ
り
三
人
官
女
）
を
作
り
ま
す
。

日
2
月
13
日
（
水
）

　

午
前
9
時
30
分
～
正
午

場
美
術
館
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

講
平
田
米
子
さ
ん　

定
15
人（
先
着
順
）

費
一
般
１
２
０
０
円
、
友
の
会
会
員
１

０
０
０
円
（
三
人
官
女
の
場
合
は
別

途
費
用
が
必
要
で
す
。
希
望
者
は
受

付
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
）

持
裁
縫
道
具

申
１
月
29
日
（
火
）

か
ら
美
術
館
窓
口
へ

直
接
ま
た
は
電
話
で

生涯学習リーダーバンク登録者の募集

スポーツ指導者講習会

第４回くるりん講座

安曇野あかしな農産物加工交流ひろば「えべや」の催し

スポーツや芸術など、各分野に精通する皆さんを登録している人材バンクです。公民館活動や個人・サー
クル活動など、生涯学習の場をサポートしています。「学びたい」と「教えたい」をつなぐ人材を募集します。
内①登録申込　2 月 28 日（木）までに登録申請書に記入の上、生涯学習課（3 階5番窓口）に持参、または

郵送で提出。申請書は生涯学習課、市Ｈ
ホームページ

Ｐから入手できます。
　▷郵送先　〒 399‐8281（住所不要）生涯学習課宛　
　②登録　登録が適当と認められた場合は、登録者台帳に登録し、生涯学習リーダーバンク登録証明書を交

付します。また、市ＨＰに登録事項を掲載します。（住所、生年月日、連絡先は公開しません）
　③登録更新　2 年に１回、登録更新を行います。対象者には登録更新申請の案内を送付します。

登録分野等詳細は、市ＨＰをご覧いただくか、生涯学習課まで問い合わせください。
問生涯学習課社会教育担当　471・2466　671・2338

「サンキャッチャー作り」講座
日 2 月 2 日（土）午後１時 30 分～ 3 時
費 1,000 円　定 10 人（先着順）

「中華まんに挑戦」講座
日 2月13日（水）・27日（水）午前10時～午後１時
費 1,200 円　定 15 人（先着順）　持エプロン、三角きん
お茶にえべや「お抹茶体験」
日 2 月 15 日（金）午後 1 時 30 分～ 3 時
費 500 円　定 8 人（先着順）　持ふくさ（ある人）

「簡単燻
くんせい

製づくり」講座
日 2 月 23 日（土）午前 10 時～午後１時
費 1,200 円　定 15 人（先着順）　持エプロン、三角きん

【共通事項】
場「えべや」　対市内在住者（子ども同伴可）
講えべや人材バンク登録者
申１月 29 日（火）から「えべや」へ電話で（488・

6275　受付は火～日曜日の午前 9 時～正午）
問農政課マーケティング担当　471・2430　671・2507

明
科
公
民
館

62
・
４
６
０
５ 

62
・
５
８
９
４

穂
高
公
民
館

82
・
５
９
７
０ 

82
・
３
９
９
０

豊
科
近
代
美
術
館

73
・
５
６
３
８ 

73
・
６
３
２
０

文
書
館71

・
５
１
２
３ 

71
・
５
１
２
７

三
郷
地
域
体
育
施
設
予
約
受
付
場
所

が
三
郷
文
化
公
園
体
育
館
に
変
更

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

71
・
２
４
６
７ 

71
・
２
３
３
８

豊
科
公
民
館
大
ホ
ー
ル
の
予
約
受
付

豊
科
公
民
館

72
・
２
１
５
８ 

73
・
６
４
０
１

安
曇
野
市
高
校
演
劇
合
同
発
表
会

豊
科
公
民
館

72
・
２
１
５
８ 

73
・
６
４
０
１

生
涯
学
習

公
民
館

文
化
施
設

松本山雅ＦＣから
高橋耕司取締役と鐵
戸裕史さんを講師に
迎え、「リスペクト
～人とのつながり」
と題した講習会を行
います。
日 2 月 24 日（日）
　午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分
場穂高会館講堂
内演題 「地域から信頼されるクラブ・

選手・指導者となるために」
※運動を取り入れた講習を行います。

運動のできる服装でお越しください。
対市内スポーツ指導に携わる人（体育

協会、スポーツ少年団、スポーツ推
進委員、教員 など）

費無料　申不要
問生涯学習課スポーツ推進担当
　471・2467　671・2338

明科地域の活性化と、楽しく安心・安
全なまちづくりのため、さまざまな活動を
行っている団体からお話を伺います。
日 2 月 23日（土）午前10時～11時30分
場市民活動サポートセンター「くるり

ん広場」
講内川勝治さん（明科いいまちつくろ

うかい‼代表）
対どなたでも　費無料　申不要
問地域づくり課まちづくり推進係
　471・2494　672・3176

ガンズくん
©2011 YAMAGA



イベントガイドinformation
凡例　日日時　期期間　場場所　内内容　対対象　講講師　費費用　定定員　持持ち物　申申し込み　提提出先　 その他　問問い合わせ　休休館日

※特に記載のない場合、申込時間は開館（開庁）日の午前 9 時から午後５時まで。入館料等詳細は各施設まで。

1819 広報あづみの　2019.1.23 2019.1.23　広報あづみの

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
レ
ポ
ー
ト

蔵
の
中
に
は
何
が
あ
る
⁉

髙
橋
節
郎
の
生
ま
れ
た
家
の
一
角
に

残
る
土
蔵
。
今
年
度
発
足
し
た
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
土
蔵
の
調

査
結
果
を
展
示
し
ま
す
。

日
2
月
16
日
（
土
）
～
24
日
（
日
）

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

場
美
術
館
主
屋　

費
無
料

休
2
月
18
日
（
月
）

冬
期
企
画「
岡
本
諒
一 

ア
ク
リ
ル
画
展
」

市
内
在
住
の
岡
本
諒
一
さ
ん
に
よ
る

作
品
展
で
す
。
ア
ク
リ
ル
画
、
水
彩
画

な
ど
約
30
点
を
展
示
し
ま
す
。

日
2
月
6
日（
水
）～
17
日（
日
）　

午
前

9
時
～
午
後
5
時
（
初
日
は
午
後
1

時
か
ら
、最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

場
美
術
館
南
の
蔵　

費
無
料

休
2
月
12
日
（
火
）

冬
期
企
画
「
擬
態
展
」

「
旬
の
自
然
観
察
の
会
（
中
田
信
好

代
表
）」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
写
真
展
で

す
。
昆
虫
や
野
鳥
の
さ
ま
ざ
ま
な
擬
態

の
写
真
約
30
点
を
展
示
し
ま
す
。

日
2
月
20
日
（
水
）
～
3
月
3
日
（
日
）

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
初
日
は
午

後
１
時
か
ら
、
最
終
日
は
午
後
3
時

大
人
の
た
め
の
絵
本
講
座

「
絵
本
で
楽
し
む
宮
澤
賢
治
」

大
人
が
自
分
の
た
め
に
絵
本
を
楽
し

む
講
座
で
す
。
絵
本
を
通
し
て
、
宮
澤

賢
治
の
世
界
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
2
月
28
日
（
木
）

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー「
み
ら
い
」

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

講
酒
井
倫
子
さ
ん
（
絵
本
美
術
館
「
森

の
お
う
ち
」
館
長
）

対
大
人　

費
無
料　

定
30
人
（
先
着
順
）

申
2
月
１
日
（
金
）
か
ら
中
央
図
書
館

窓
口
へ
直
接
ま
た
は
電
話
で

ま
で
）

場
美
術
館
南
の
蔵　

費
無
料

休
2
月
25
日
（
月
）

「
第
35
回
白
鳥
写
真
展
」
作
品
募
集

安
曇
野
の
冬
の
使
者
で
あ
る
白
鳥
の

写
真
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
作
品　

今
シ
ー
ズ
ン
市
内
で
撮
影

し
た
白
鳥
や
白
鳥
に
関
す
る
写
真
。

サ
イ
ズ
は
四
つ
切
以
上
。
カ
ラ
ー
は

白
黒
不
問
。
一
人
2
点
以
内
。

費
無
料

申
3
月
20
日
（
水
）
～
31
日
（
日
）
に

博
物
館
窓
口
へ
直
接
。
作
品
に
は
展

示
用
の
ヒ
モ
を
つ
け
、
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
・
作
品
名
・
を
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
細
は
博
物
館
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

作
品
の
審
査
は
あ
り
ま
せ
ん

休
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

展
示
期
間
（
予
定
）

4
月
6
日
（
土
）
～
5
月
26
日
（
日
）

田
淵
行
男
写
真
展「
日
本
ア
ル
プ
ス
」

１
９
７
５
年
に
発
表
さ
れ
た
写
真
集

か
ら
、
迫
力
あ
る
山
岳
風
景
を
カ
ラ
ー

で
紹
介
し
ま
す
。

日
5
月
26
日
（
日
）
ま
で

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

第
5
回
中
央
図
書
館
講
座

「
お
片
づ
け
講
座
」

す
っ
き
り
部
屋
を
片
付
け
る
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
学
び
ま
す
。

①
毎
日
が
ラ
ク
に
な
る

　

マ
マ
と
子
ど
も
の
お
片
づ
け
講
座

日
2
月
26
日
（
火
）

対
子
育
て
中
の
保
護
者

②
安
心
し
て
過
ご
す
た
め
の

　

シ
ニ
ア
世
代
の
家
の
整
理
術

日
3
月
5
日
（
火
）　

対
一
般

【
①
②
共
通
事
項
】

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
3
時

場
「
み
ら
い
」
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

講
村
仲
な
お
こ
さ
ん（
ク
ラ
シ
ツ
ク
ル
）

費
無
料　

定
50
人
（
先
着
順
）　

申
2
月
5
日
（
火
）
か
ら
中
央
図
書
館

窓
口
へ
直
接
ま
た
は
電
話
で

場
記
念
館
１
階　

費
要
入
館
料

休
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）、

祝
日
の
翌
日

友
の
会　

写
真
部
会
作
品
展

「
自
然
へ
の
ま
な
ざ
し
」

田
淵
行
男
記
念
館
友
の
会
の
皆
さ
ん

に
よ
る
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

日
2
月
19
日
（
火
）
～
24
日
（
日
）

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
最
終
日
は

午
後
４
時
ま
で
）

場
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー「
み
ら
い
」

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

講
小
口
和
利
さ
ん　

費
無
料

【
作
品
講
評
会
】

日
2
月
22
日
（
金
）
午
後
4
時
～
5
時

対
ど
な
た
で
も　

申
不
要

瀧
澤
伸
介
絵
画
展

安
曇
野
で
生
ま
れ
育
っ
た
画
家
・
瀧

澤
伸
介
さ
ん
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

「
身
近
な
も
の
」
を
テ
ー
マ
に
、
柔
ら

か
な
タ
ッ
チ
と
優
し
い
色
彩
で
描
か
れ

た
、
水
彩
画
約
25
点
を
展
示
し
ま
す
。

日
１
月
29
日
（
火
）
～
2
月
24
日
（
日
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
初
日
は
正

午
か
ら
、
最
終
日
は
正
午
ま
で
）

場
記
念
館
企
画
展
示
室

費
無
料
（
常
設
展
は
有
料
）

休
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）、

祝
日
の
翌
日

お
ひ
な
さ
ま
を
作
ろ
う

折
り
紙
な
ど
を
使
っ
て
ひ
な
人
形

を
作
り
ま
す
。

日
2
月
23
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午

場
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー「
き
ぼ
う
」

学
習
室

対
小
学
生
以
上　

費
無
料　

持
ハ
サ
ミ

定
20
人（
先
着
順
。
１
家
族
3
人
ま
で
）

申
１
月
29
日
（
火
）
か
ら
豊
科
図
書
館

窓
口
へ
直
接
ま
た
は
電
話
で
（
受
付

は
午
前
10
時
～
午
後
6
時
）

お
す
す
め
の
一
冊

み
つ
け
た
！
お
も
し
ろ
虫

谷
本
雄
治
／
著　

石
森
愛
彦
／
イ
ラ
ス
ト

紹介する人

太田　晴
は る の り

教さん
（豊科）

3
歳
の
息
子
が
と
て
も
気
に
入
っ
て

い
る
本
が
「
み
つ
け
た
！
お
も
し
ろ
虫
」

で
す
。

身
近
に
い
る
虫
が
イ
ラ
ス
ト
で
親
し
み

や
す
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
写
真
は

使
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
虫
が
苦
手
な

人
で
も
楽
し
く
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

図
書
館
で
何
度
も
借
り
て
い
て
、
ま

だ
字
を
読
め
な
い
息
子
が
、
目
次
に
書

か
れ
て
い
る
虫
の
名
前
を
す
べ
て
言
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ダ
ン
ゴ
ム
シ
や
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
な
ど
、

身
近
で
よ
く
見
か
け
る
虫
の
知
っ
て
い

る
よ
う
で
知
ら
な
い
こ
と
が
紹
介
さ
れ

て
お
り
、
読
ん
で
あ
げ
る
親
も
「
そ
う

な
ん
だ
！
」
と
勉
強
に
な
る
本
で
す
。

何
よ
り
、「
こ
の
本
が
い
い
！
」
と
大
好

き
な
本
に
息
子
が
出
会
え
た
こ
と
が
う

れ
し
い
で
す
。

子
ど
も
で
も
大
人
で
も
楽
し
め
る
一

冊
だ
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。

中央図書館映画上映会（入場無料）
『パリ ルーヴル美術館の秘密』

＜上映時間：85 分＞
●日時　8日（金）開場18：00 上映18：30～
　　　　※上映時間にご注意ください
●場所　穂高交流学習センター「みらい」

多目的交流ホール

ドキドキ・ワクワクおはなし会
◇中央図書館
　おはなしのとびら　おはなしのへや
　6・13・20・27 日（各水曜日）
　　　　　10：30 ～（乳幼児対象）
　おはなしとしょかん　おはなしのへや
　16 日（土）10：30 ～（幼児以上対象）
◇豊科図書館
　ちいさいたんぽぽ　多目的室
　15 日（金）11：00 ～（乳幼児対象）
　おはなしたんぽぽ　多目的室
　15 日（金）16：30 ～（幼児以上対象）
◇三郷図書館　
　ポケットの会　おはなしコーナー
　9 日（土）10：30 ～（乳幼児以上対象）

おはなしの会　おはなしコーナー
　26 日（火）11：00 ～（乳幼児以上対象）
◇堀金図書館　
　おはなしのへや　絵本コーナー
　19 日（火）10：30 ～（乳幼児対象）
　おりがみのへや　絵本コーナー
　27 日（水）16：30 ～（幼児以上対象）
◇明科図書館　
　おはなし会　おはなしのへや
　23 日（土）11：00 ～（乳幼児以上対象）

2 月の休館日（全館共通）
4・12・18・22・25 日

２月の図書館イベント

三郷地区に残る屋敷林

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化   

そ
の
82

豊
科
郷
土
博
物
館

72
・
５
６
７
２ 

72
・
７
７
７
２

安
曇
野
の
屋
敷
林

豊
科
郷
土
博
物
館
で
は
２
月
９
日
（
土
）

～
３
月
31
日
（
日
）
ま
で
、春
季
企
画
展
「
安

曇
野
の
屋
敷
林
」
を
開
催
し
ま
す
。

市
内
８
カ
所
の
屋
敷
林
の
樹
木
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
常
緑
針
葉
樹
が
約
７
割
を

占
め
、
最
も
多
か
っ
た
樹
種
は
ヒ
ノ
キ
、
２

位
は
イ
チ
イ
、
３
位
は
ス
ギ
で
し
た
。
樹
木

の
な
か
に
は
、
幹
の
直
径
が
50
㎝
以
上
の
大

き
な
木
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
樹
齢
が
高

い
と
思
わ
れ
る
巨
樹
が
民
家
に
点
在
し
て

い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

過
去
の
空
中
写
真
か
ら
は
ひ
と
昔
前
の
安

曇
野
の
景
観
が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。
企

画
展
で
は
こ
れ
ら
の
屋
敷
林
に
ま
つ
わ
る

自
然
と
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す
。

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

81
・
３
０
３
０ 

82
・
０
５
５
１

中
央
図
書
館

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６

豊
科
図
書
館

71
・
４
０
２
２ 

73
・
１
８
０
１

豊
科
郷
土
博
物
館

72
・
５
６
７
２ 

72
・
７
７
７
２

田
淵
行
男
記
念
館

72
・
９
９
６
４ 

88
・
２
０
１
０

貞
享
義
民
記
念
館

77
・
７
５
５
０ 

77
・
７
５
５
１

文
化
施
設

図
書
館



Information

情
報
ボ
ッ
ク
ス

無
料
ア
プ
リ
「
マ
チ
イ
ロ
」

ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
と
市
の
情
報

や
広
報
紙
を
い
つ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

u
http://m

achiiro.tow
n/

凡例　日日時　期期間　場場所　内内容　対対象　講講師　費費用　定定員　持持ち物　申申し込み　提提出先　 その他　問問い合わせ

※特に記載のない場合、申込時間は開庁日の午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで。

2021 広報あづみの　2019.1.23 2019.1.23　広報あづみの

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

日
2
月
2
日
（
土
）
～
3
月
3
日
（
日
）

詳
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
安
曇
野
ま
ち

な
か
カ
レ
ッ
ジ
実
行
委
員
会
Ｈ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｐ
お

よ
び
市
商
工
会
穂
高
支
所
設
置
の
チ

ラ
シ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

穂
高
あ
め
市
タ
イ
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト

穂
高
地
区
活
性
化
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
穂
高
あ
め
市
の
開
催
に
併
せ

て
、
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
応
援
企
画
、
昔
遊

び
体
験
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
な
ど
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
2
月
3
日
（
日
）
午
前
10
時
～

場
穂
高
神
社

安
曇
野
に
残
る
屋
敷
林
と
歴
史
的
な 

ま
ち
な
み
を
通
し
、
未
来
の
生
活
を
考 

え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

日
2
月
16
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
5
時

場
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー「
み
ら
い
」

多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

内
▽
長
野
県
立
歴
史
館
長 

笹
本
正
治

さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演

▽
安
曇
野
ふ
る
さ
と
遺
産
認
定
式
・
概

要
説
明

▽
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

費
無
料　

申
不
要

本
年
度
実
施
し
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
の
入
賞
作
品
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
審
査
員
の
写
真
家
・
佐
藤
大
史

さ
ん
の
作
品
も
展
示
し
ま
す
。

日
１
月
28
日
（
月
）
～
2
月
6
日
（
水
）

　

初
日
は
正
午
か
ら

場
市
役
所
１
階
東
側
ロ
ビ
ー

庁
舎
内
設
備
の
定
期
点
検
の
た
め
、

市
役
所
本
庁
舎
の
休
日
開
放
ス
ペ
ー
ス

は
次
の
期
間
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
2
月
23
日
（
土
）
終
日

穂
高
プ
ー
ル
の
今
後
の
運
営
方
針
に

つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
多
く

の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

全
日
程
で
託
児
が
あ
り
ま
す
。

安
曇
野
ま
ち
な
か
カ
レ
ッ
ジ
２
０
１
９

商
店
街
活
性
化
を
目
的
に
商
店
や
文

化
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
等
が
講
師
と
な
っ

て
、
専
門
知
識
や
プ
ロ
の
コ
ツ
を
無
料

で
教
え
る
ミ
ニ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

②
貸
し
出
し
の
際
は
、
印
章
と
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な

ど
）
を
持
参
の
上
、
建
築
住
宅
課

（
2
階
�
番
窓
口
）
で
借
用
願
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

③
貸
出
期
間
は
貸
出
日
か
ら
起
算
し
て

閉
庁
日
を
除
く
2
日
以
内
で
す
。
期

間
内
に
建
築
住
宅
課
へ
返
却
し
て
く

だ
さ
い
。

点
検
に
よ
り
鉄
筋
の
無
い
こ
と
が
判

明
し
た
場
合
は
「
緑
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
」の
活
用
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
楽
し
み
な
が
ら
消

防
団
活
動
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た

め
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
子

ど
も
も
楽
し
め
る
曲
目
を
中
心
に
吹
奏

す
る
ほ
か
、
消
防
団
活
動
の
パ
ネ
ル
展

示
等
も
行
い
ま
す
。

日
2
月
17
日
（
日
）
午
後
2
時
～
4
時

（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

場
豊
科
公
民
館
大
ホ
ー
ル

内
曲
目　

サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
、
ビ
リ
ー
ヴ
、
宝
島 

な
ど

費
無
料　

申
不
要

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全
点
検
を
行
う

際
に
、
鉄
筋
の
有
無
を
確
認
す
る
鉄
筋

探
査
機
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

対
▽
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
ま
た
は

事
業
者
▽
市
内
に
土
地
ま
た
は
家
屋

を
有
す
る
人
ま
た
は
事
業
者
▽
市
内

の
区
等
、
そ
の
他
の
団
体
（
い
ず
れ

も
営
利
目
的
に
使
用
す
る
者
等
は
除

く
）

貸
出
手
順
（
開
庁
日
の
み
対
応
）

①
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
貸
し
出
し

を
受
け
よ
う
と
す
る
日
の
１
カ
月
前

か
ら
建
築
住
宅
課
へ
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

★広告掲載のお申し込みは（株）共立プラニング（434・2515）まで

せ

ら

知

お穂
高
プ
ー
ル
市
民
説
明
会

問
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

（

71
・
２
４
６
７ 
71
・
２
３
３
８
）

安
曇
野
屋
敷
林
フ
ォ
ー
ラ
ム

問
観
光
交
流
促
進
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
担
当

（

71
・
２
０
５
３ 
72
・
１
３
４
０
）

安
曇
野
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展

問
観
光
交
流
促
進
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
担
当

（

71
・
２
０
５
３ 

72
・
１
３
４
０
）

2
月
23
日（
土
）

市
役
所
本
庁
舎
閉
庁
の
お
知
ら
せ

問
財
産
管
理
課
庁
舎
管
理
係

（

71
・
２
２
５
７ 

72
・
１
３
４
０
）

自
宅
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
安
全
で
す
か
？

鉄
筋
探
査
機
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

問
建
築
住
宅
課
建
築
景
観
係

（

71
・
２
２
４
２ 

72
・
３
５
６
９
）

市
消
防
団
音
楽
喇ら
っ
ぱ叭
隊

吹
奏
楽
と
消
防
ラ
ッ
パ
の
コ
ン
サ
ー
ト

問
危
機
管
理
課
消
防
防
災
係

（

72
・
６
７
６
９ 

72
・
６
７
３
９
）

商
店
街
に
ぎ
わ
い
イ
ベ
ン
ト

問
観
光
交
流
促
進
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
担
当

（

71
・
２
０
５
３ 

72
・
１
３
４
０
）

日　　時 会　場
2月 2日（土） 穂高会館

第 2 会議室2月 5日（火）
2月 8日（金） 市役所本庁舎

4 階大会議室2月11日（月）

※時間は午前 10 時～

●開催日程

「道路運送車両の保安基準」で「緊急自
動車の車体の塗色は、消防自動車にあっ
ては朱色（一般的にいう赤色）とし、そ
の他の緊急自動車にあっては白色とす
る」と決められています。ではなぜ赤色
になったのでしょう。

日本で最初の消防車は、外国から輸
入されたものでたまたま赤色のものでし
た。その後、赤色は注意を引く色である
こと、炎を連想させ警火心（火を警戒す
る気持ち）を呼び起こすことから、消防
車は赤色が定番となったようです。外国
の消防車は、イギリス、フランス、スイス、
オーストリアなどでは日本と同じ赤色。
ドイツは赤または紫色、アメリカでは各
消防局で採用している色が異なります。

まだまだ寒い日が続きますので、暖房
器具の取り扱いなどに注意しましょう。
問お近くの消防署へ

關
せき

恒明委員（三郷）・奥村雅彦委員（豊
科）・二木一雄委員（豊科）の任期満了に
伴い、１月から松岡信之委員（三郷）・宮
澤雅明委員（豊科）・有賀朝一委員（豊科）
が委嘱されました。人権擁護委員は法務
局と連携し、地域の皆さんから人権相談
を受け、問題解決のお手伝いをしています。
問法務局松本支局
　432・2571　632・2572

市人権男女共同参画課
471・2406　671・5155

　　消防車はなぜ赤色なの？

人権擁護委員の交代・新任

ま
ち
な
か
カ
レ
ッ
ジ

←鉄筋探査機



凡例　日日時　期期間　場場所　内内容　対対象　講講師　費費用　定定員　持持ち物　申申し込み　提提出先　 その他　問問い合わせ

※特に記載のない場合、申込時間は開庁日の午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで。
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長野県シニア大学受講生募集

高齢者の生きがいと健康づくりを進め、仲間と共に地域で活動する人を養成するシニア大学の受講生を募集します。
対おおむね 50 歳以上で学習意欲旺盛・積極的に地域活動を目指す人。

※平成 28 年度以前に長野県シニア大学（老人大学）を卒業した人も入学できます。
内受講年限は 2 年間（年間学習日数 16 日間）、おおむね午前 10 時から午後 3 時まで。教養・実技・実践講座など。
　▷受講会場　松本合同庁舎、松本市松南地区公民館（なんなん広場）
費年間１万円のほか、教材費、自治会費などの経費。　定 240 人
申 2 月１日（金）から 3 月 15 日（金）までに長寿社会課（１階�窓口）または各支所地域課に備え付けの入学

願書に必要事項を記入し、必要書類を添えて提出。（当日消印有効）
問松本合同庁舎（松本保健福祉事務所福祉課内）松本学部事務局 440・1911　640・1803

長寿社会課長寿福祉係　471・2254　671・2328

午
前
9
時
30
分
～
午
後
5
時

場
市
役
所
4
階
大
会
議
室

対
就
職
内
定
者
（
44
歳
ま
で
）

内
テ
ー
マ
「
学
生
脳
か
ら
社
会
人
脳
に

シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
！
」

▽
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
▽
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
本
▽
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
基
本
▽
目
標
設
定

費
無
料　

定
50
人
（
先
着
順
）

持
筆
記
用
具
、ノ
ー
ト
（
昼
食
は
各
自
）

※
服
装
は
制
服
、
ス
ー
ツ
、
ま
た
は
そ

れ
に
準
じ
た
服
装

申
2
月
22
日（
金
）ま
で
に
、商
工
労
政

課
ま
た
は
若
年
者
地
域
連
携
事
業
推

進
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
。
フ
ァ
ク
ス
の
場
合
、（
内
定
）

企
業
名
・
企
業
所
在
地
・
連
絡
先
・

参
加
者
名
・
年
齢
・
性
別
、学
生
の
場

合
は
学
校
名
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

市
外
の
人
も
参
加
で
き
ま
す
。
人
事

担
当
者
の
皆
さ
ん
な
ど
、
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
の
参
加
も
で
き
ま
す

（
定
員
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
）。

安
曇
野
市
勤
労
者
互
助
会
は
市
内
企

業
の
福
利
厚
生
を
支
援
す
る
団
体
で
す
。

3
月
22
日
ま
で
加
入
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
加
入
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

2
月
１
日
（
金
）
～
3
月
22
日
（
金
）

※
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
は
新
規
入
会
金
無

料
。新
規
加
入
者
に
記
念
品
を
贈
呈
。

内
▽
保
険
給
付
事
業　

結
婚
・
出
生
祝

金
、
傷
病
休
業
保
険
金
、
勤
続
祝
金
、

還
暦
祝
金
、
死
亡
保
険
金
な
ど

▽
厚
生
事
業　

提
携
施
設
な
ど
の
割

引
利
用
、
健
診
・
人
間
ド
ッ
ク
受
診

補
助
、
余
暇
活
動
支
援
事
業
な
ど

対
市
内
企
業
の
従
業
員
お
よ
び
事
業
主

（
事
業
所
単
位
で
の
入
会
が
必
要
）

費
▽
入
会
金　

１
人
３
０
０
円

▽
会
費　

１
人
月
額
３
５
０
円

市
農
業
再
生
協
議
会
Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジＰ
「
あ
づ
み

農
」内
に
、一
般
旅
行
者
に「
農
業
体
験
」

を
提
供
で
き
る
農
家
を
掲
載
し
ま
す
。

対
市
内
で
農
業
体
験
を
提
供
で
き
る
人

申
2
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
協
議
会
Ｈ

Ｐ
の
募
集
要
項
を
確
認
の
上
、郵
送
・

電
子
メ
ー
ル
・
フ
ァ
ク
ス
い
ず
れ
か

の
方
法
で

提
〒
３
９
９
‐
８
２
８
１（
住
所
不
要
）

農
政
課
宛

mno-m
arketing@

city.azum
ino.

nagano.jp

若
手
職
員
と
の
懇
談
な
ど
を
通
し

て
、
市
役
所
の
仕
事
内
容
や
魅
力
を
紹

介
し
ま
す
。

日
3
月
8
日
（
金
）

①
午
前
9
時
30
分
～
正
午

②
午
後
１
時
45
分
～
4
時
15
分

場
市
役
所
4
階
大
会
議
室

対
市
役
所
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
人
、

採
用
試
験
の
受
験
を
検
討
し
て
い
る
人

申
3
月
１
日
（
金
）
ま
で
に
、
市
Ｈ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｐ

参
加
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
。
当
日
参

加
も
可
能
で
す
。

こ
の
説
明
会
へ
の
参
加
の
有
無
は
採

用
試
験
結
果
に
影
響
し
ま
せ
ん
。
詳

細
は
市
Ｈ
Ｐ
サ
イ
ト
内
検
索
で
。

自
信
を
持
っ
て
社
会
人
生
活
を
ス
タ

ー
ト
で
き
る
よ
う
、
社
会
人
と
し
て
の

ル
ー
ル
な
ど
を
学
び
ま
す
。

日
2
月
25
日
（
月
）

得
に
よ
り
変
動
）

▽
塔
の
原
団
地
（
明
科
中
川
手
）

【
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ
： 

77
・
25
㎡
】

家
賃　

6
万
2
千
円

※
両
団
地
と
も
空
室
あ
り
。
常
時
申
し

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

【
共
通
事
項
】

入
居
資
格
・
連
帯
保
証
人
に
つ
い
て

入
居
条
件
な
ど
詳
細
は
「
入
居
申
込

案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
「
入
居
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
関
係
書
類
を
添
え
て
建
築

住
宅
課
（
2
階
�
番
窓
口
）
へ
提
出

（
郵
送
の
場
合
、
事
前
に
要
相
談
）。

入
居
申
込
書
と
入
居
申
込
案
内
は
建

築
住
宅
課
、
各
支
所
窓
口
、
市
Ｈ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｐ

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

土
地
や
建
物
の
相
続
・
贈
与
・
売
買

な
ど
の
不
動
産
登
記
に
関
す
る
こ
と
、

会
社
（
法
人
）
の
設
立
・
変
更
・
解
散

な
ど
の
登
記
に
関
す
る
こ
と
、
成
年
後

見
に
関
す
る
こ
と
、
裁
判
所
へ
の
提
出

書
類
の
作
成
な
ど
、相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
3
月
13
日
（
水
）

▽
午
前
9
時
～
正
午

▽
午
後
１
時
30
分
～
4
時
30
分

※
相
談
時
間
は
一
人
30
分

場
市
役
所
2
階
相
談
室
２
１
１

定
12
人
（
先
着
順
）

申
3
月
6
日
（
水
）
に
市
民
相
談
室
へ

電
話
で（
受
付
は
午
前
9
時
～
正
午
）

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

▽
追
分
（
穂
高
北
穂
高
）
１
戸

【
2
Ｌ
Ｄ
Ｋ
：
2
階
】

▽
フ
ァ
ミ
ー
ユ
柳
瀬
（
明
科
中
川
手
）

１
戸
【
2
Ｄ
Ｋ
：
１
階
】

１
戸
【
3
Ｄ
Ｋ
：
１
階
】

入
居
開
始
日　

4
月
１
日
（
月
）

受
付
期
間　

2
月
13
日（
水
）～
21
日（
木
）

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
入
居
者
募
集

内
▽
追
分
団
地
（
穂
高
北
穂
高
）

【
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ
： 

75
・
85
㎡
】

家
賃 

5
万
円
～
7
万
2
千
円
（
所

集

募市
役
所
職
場
説
明
会

問
職
員
課
職
員
担
当

（

71
・
２
４
０
５ 

71
・
５
１
５
５
）

勤
労
者
互
助
会
員
募
集

問
商
工
労
政
課
内
勤
労
者
互
助
会
事
務
局

（

71
・
２
２
０
２ 

72
・
１
３
４
０
）

司
法
書
士
に
よ
る
登
記
・
法
律
無
料
相
談

問
地
域
づ
く
り
課
市
民
相
談
室

（

71
・
２
４
９
６ 

72
・
３
１
７
６
）

「
あ
づ
み
農
村
体
験
メ
ニ
ュ
ー
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
農
家

問
農
政
課
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当

（

71
・
２
４
３
０ 

71
・
２
５
０
７
）

市
営
住
宅
お
よ
び

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者

問
建
築
住
宅
課
住
宅
係

（

71
・
２
２
４
５ 

72
・
３
５
６
９
）

就
職
内
定
者
向
け
職
場
定
着
セ
ミ
ナ
ー

「
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
講
座
」

問
商
工
労
政
課
商
業
労
政
係

（

71
・
２
０
４
１ 

72
・
１
３
４
０
）

若
年
者
地
域
連
携
事
業
推
進
セ
ン
タ
ー

（

27
・
５
０
１
０ 

29
・
２
６
０
８
）

職
場
説
明
会

←

松本山雅 FCでは、優勝シャーレとトロフィー
を身近に感じてもらい、喜びを分かち合いた
いという想いから、ホームタウン７市町村で
シャーレとトロフィーの展示を行います。
安曇野市での展示
日１月 28 日（月）～ 2 月 3 日（日）
　午前 8 時 30 分～午後 6 時
場市役所１階中央ロビー

初日の１月 28 日（月）午前 10 時にガンズくん
からの引き渡し式があります。

問政策経営課企画担当 471・2401 671・5155

スポーツと観光を融合させたアウトドアア
クティビティー「ロゲイニング」を開催します。
渡された地図を手に、指定されたチェックポイン
トで写真を撮って得点を競うスポーツです。

今回は、善光寺街道沿いの山あいにある東
筑摩郡筑北村で開催。長い歴史の中で育まれ
た農山村の美しい風景を楽しみながら巡りま
しょう。
日 3 月 23 日（土）午前 11 時～午後 4 時 20 分
場筑北村役場集合（東筑摩郡筑北村西条4195）
内制限時間 3 時間、通過証明はデジタルカメ

ラによる撮影
費（1人）一般 3,500 円、大学生以下 1,000 円
定 200 人（先着順）
申 2月28日（木）までにスポーツエントリーから
uhttp://spoen.net/77057

問松本広域連合事務局福祉・地域課ふるさと担当
487・5461　687・5462

ガンズくんによる
Ｊ 2 優勝シャーレ＆トロフィー 

ホームタウンキャラバン

松本広域連合
信州ちくほく村ロゲイニング参加者募集

12 月分の空間放射線量

本庁舎で測定された値は健康に影響のないもの
でした。詳しくは市ホームページをご覧ください。
問環境課環境保全担当　471・2491　672・3176

測定
結果

測定地点
（マイクロシーベルト／時間）

12/4（火） 12/11（火） 12/18（火） 12/25（火）

本庁舎（豊科） 0.1 0.08 0.08 0.08

●市県民税	 （4期）
●国民健康保険税	 （7期）
●後期高齢者医療保険料	 （10期）
●介護保険料	 （10期）
●水道料金	 （豊科･堀金･明科地域）
●下水道使用料	 （穂高･三郷地域）

＝納期限は1月31日（木）＝

1月の納期



凡例　日日時　期期間　場場所　内内容　対対象　講講師　費費用　定定員　持持ち物　申申し込み　提提出先　 その他　問問い合わせ

※特に記載のない場合、申込時間は開庁日の午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで。

2425 広報あづみの　2019.1.23 2019.1.23　広報あづみの

０
件
を
超
え
る
情
報
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
を
も
と
に
し
た
対
象
種

66
種
類
の
生
息
・
生
育
状
況
な
ど
の
報

告
と
専
門
家
に
よ
る
生
き
も
の
の
観
察

を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
を
行
い
ま
す
。

日
2
月
9
日
（
土
）
午
後
１
時
～
3
時

場
市
役
所
4
階
大
会
議
室

内
▽
生
き
も
の
調
査
結
果
報
告

▽「
あ
づ
み
野
生
き
も
の
見
つ
け
隊
」

活
動
報
告

▽
講
演「
生
き
も
の
観
察
の
楽
し
さ
・

大
切
さ
」
講
師 

上
原
拓
也
さ
ん
（
農

学
博
士
・
三
郷
昆
虫
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
）

費
無
料　

持
筆
記
用
具

申
2
月
5
日
（
火
）
ま
で
に
環
境
課
へ

電
話
で

10
月
に
開
催
予
定
の
環
境
フ
ェ
ア
の

企
画
・
立
案
や
当
日
の
運
営
な
ど
を
行

う
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

内
全
5
回
程
度
の
実
行
委
員
会
、
前
日

準
備
、
当
日
の
運
営
、
開
催
後
の
振

返
り
会
。
2
月
15
日
（
金
）
に
は
テ

ー
マ
な
ど
を
検
討
す
る
準
備
会
を
開

催
し
ま
す
。
手
当
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
環
境
活
動
に
関
心
の
あ
る
人

申
2
月
7
日
（
木
）
ま
で
に
環
境
課
へ

電
話
で

安
曇
野
環
境
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
、
信
州
花
フ
ェ
ス
タ
を
盛
り
上
げ
る

こ
と
、
安
曇
野
の
生
き
物
の
現
状
を
知

る
こ
と
で
環
境
保
全
の
機
運
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
に
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に

参
加
で
き
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
2
月
22
日
（
金
）
午
後
3
時
～
4
時

場
市
役
所
4
階
大
会
議
室
西

内
▽
信
州
花
フ
ェ
ス
タ
お
よ
び
関
連
事

業
の
説
明
・
Ｐ
Ｒ
▽
第
3
回
安
曇
野

市
生
き
も
の
調
査
の
結
果
報
告
（
簡

易
版
）
▽
質
疑
応
答

費
無
料　

申
不
要

本
会
議
や
委
員
会
な
ど
は
ど
な
た
も

傍
聴
で
き
ま
す
。
ま
た
、
本
会
議
の
様

子
は
議
会
Ｈ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｐ
で
ラ
イ
ブ
中
継
を
行
っ

て
い
ま
す
。

日
2
月
20
日
（
水
）
～
3
月
20
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
（
予
定
）

場
市
役
所
3
階
議
場

４
月
以
降
に
保
育
施
設
等
の
利
用
を
希

望
す
る
児
童
の
二
次
募
集
を
行
い
ま
す
。

定
各
年
齢
若
干
名
（
保
育
の
必
要
性
の

高
い
人
を
優
先
）

申
2
月
12
日
（
火
）
～
22
日
（
金
）
に

申
込
書
と
必
要
書
類
を
子
ど
も
支
援

課
（
１
階
�
番
窓
口
）
へ
提
出
。
申

込
書
は
子
ど
も
支
援
課
で
お
渡
し
し

ま
す
。
申
し
込
み
可
能
園
は
、
子
ど

も
支
援
課
に
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、市
Ｈホ

ー
ム
ペ
ー
ジＰ
（
2
月
1
日
更
新
予
定
）

か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
申
し
込
み
を
し
て
い
る
場

合
、
再
提
出
は
不
要
で
す
。
希
望
園

の
変
更
や
家
庭
状
況
が
変
わ
っ
た
場

合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
申
込
受
付
の
期
間
に
提
出
で
き
な
い

場
合
は
、
事
前
受
付
も
行
い
ま
す
。

平
成
30
年
3
月
か
ら
10
月
ま
で
実

施
し
た
生
き
も
の
調
査
で
は
、
１
４
０

人
以
上
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
１
０
０

ま
す
。

収
益
的
収
支
は
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

く
水
道
料
金
な
ど
の
収
入
と
水
道
水
を

供
給
す
る
経
費
の
差
額
で
、
黒
字
と
な

っ
て
い
ま
す
。（
図
１
）

資
本
的
収
支
は
水
道
施
設
を
つ
く
る

た
め
に
要
す
る
経
費
と
そ
の
財
源
で
、

不
足
額
は
収
益
的
収
支
の
利
益
や
現
金

支
出
を
伴
わ
な
い
減
価
償
却
費
な
ど
の

内
部
留
保
資
金
で
補
て
ん
し
て
い
ま

す
。（
図
2
）

水
道
使
用
量
の
減
少

節
水
性
に
優
れ
た
ト
イ
レ
な
ど
の
節

水
機
器
の
普
及
や
節
水
意
識
の
向
上
に

よ
り
、
一
人
当
た
り
の
水
道
使
用
量
は

減
少
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
市
の
人
口
減
少
に
よ
る
水
需

要
の
減
少
か
ら
、
水
道
料
金
収
入
も
減

少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

施
設
更
新
費
用
の
増
加

市
が
管
理
す
る
配
水
池
や
水
道
管
な

ど
の
水
道
施
設
は
昭
和
50
年
前
後
に
投

資
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
す
で
に
40
年
が

経
過
し
て
お
り
、
今
後
大
規
模
な
更
新

時
期
を
迎
え
ま
す
。

経
営
健
全
化
へ
の
取
り
組
み

施
設
更
新
費
用
の
圧
縮

耐
用
年
数
を
迎
え
る
水
道
施
設
の
健

全
度
を
評
価
し
、
更
新
時
期
の
平
準
化

と
施
設
の
統
廃
合
に
よ
り
、
管
理
費
用

の
抑
制
や
将
来
の
更
新
費
用
の
削
減
を

進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
漏
水
調
査
に
よ

る
破
損
の
発
見
と
修
繕
を
行
う
こ
と
で

健
全
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
口
減
少
地
域
に
お
け
る
消

火
施
設
の
在
り
方
を
検
討
し
、
状
況
に

合
っ
た
施
設
に
更
新
す
る
な
ど
の
コ
ス

ト
削
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

水
道
料
金
の
適
正
化

現
在
の
水
道
料
金
は
、
10
立
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
従
量
料
金
部
分
は
地
域

毎
に
違
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た

び
、
平
成
30
年
12
月
に
経
営
審
議
会
か

ら
水
道
料
金
統
一
に
つ
い
て
答
申
が
あ

り
ま
し
た
。（
下
表
）

市
で
は
、
こ
の
答
申
を
踏
ま
え
負
担

の
公
平
性
を
図
る
た
め
、
水
道
料
金
の

統
一
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

水
道
事
業
の
決
算
状
況

水
道
事
業
会
計
は
収
益
的
収
支
と
資

本
的
収
支
に
区
分
し
経
理
を
行
っ
て
い

集

募

会

議

保
育
施
設
等
入
園
の
二
次
募
集

問
子
ど
も
支
援
課
保
育
担
当

（

71
・
２
２
５
６ 

72
・
２
０
６
５
）

第
３
回
環
カ
フ
ェ

問
環
境
課
環
境
政
策
係

（

71
・
２
４
９
２ 

72
・
３
１
７
６
）

安
曇
野
環
境
フ
ェ
ア
実
行
委
員

問
環
境
課
環
境
政
策
係

（

71
・
２
４
９
２ 

72
・
３
１
７
６
）

生
き
も
の
調
査　

結
果
報
告
会

問
環
境
課
環
境
政
策
係

（

71
・
２
４
９
２ 

72
・
３
１
７
６
）

市
議
会
３
月
定
例
会
会
期
日
程

問
議
会
事
務
局

（

71
・
２
１
５
６ 

71
・
２
１
５
０
）

各 種 情 報 コ ー ナ ー
他公共団体・後援団体などから寄せられた情報を掲載しています。
詳細は主催者に問い合わせください。

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

あづみ野寄席 2019

今年の公演は笑福亭鶴光・林家た
い平・林家あずみ。チケットは 2 月
3 日（日）から商工会豊科支所で販
売します。笑点でお馴染みの人気落
語家の話芸をお楽しみください。

日：3月7日（木）午後7時～（開
場 午後 6 時 30 分）

場：豊科公民館大ホール

費：【前売り券】指定席 4,000
円、自由席3,000円

【当日券】指定席4,500円、
自由席3,500円

※販売は平日午前９時～午後５時

申・問：市商工会豊科支部
青年部　472・2986　
672・8461

日中友好春節祝賀会

旧正月をお祝いする春節祝賀会を
開催します。松本二胡クラブの皆
さんによる二胡の演奏や食事を楽
しみながら親交を深めましょう。

日：2月17日（日）午前11 時～
午後 2 時（受付開始 午前
10 時 30 分）

場：料亭 水松（豊科 2644-1）

定：80 人（先着順）
費：会員・一般 3,000 円　中

国留学生・研修生・実習生
1,000 円（中学生以下無料）

申：2月10日（日）までに日中友
好協会事務局　中村治幸さ
んへ電話またはファクスで。

　（携帯）090・7948・8354
　4･683・2348

【国営アルプスあづみの公
園（堀金・穂高地区）】昔
の節分実演＆参加体験

昔、安曇野の家庭で行われた節分
の行事を実演します。参加者と一
緒に豆まきを行います。

日：2月3日（日）午後1時30分
～ 2 時

場 : 園内あづみの学校社会科教室

定：【豆まき】子ども10人（先
着順）

費：無料（別途入園料）

申：不要　問：国営アルプ
スあづみの公園　堀金・
穂高管理センター

　471・5511 671・5512

シリーズ
上下水道のあり方を考える

第２回

信
頼
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
安
曇
野
の
水
道

清
ら
か
で
良
質
な
水
を
い
つ
ま
で
も

上
水
道
・
下
水
道
の
現
状
と
課
題
を
紹
介
し
ま
す
。

第
２
回
は
水
道
事
業
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
で
す
。

問
経
営
管
理
課
庶
務
担
当
（

71
・
２
２
７
１　

72
・
３
１
７
６
）

図 1　収益的収支（税抜き） 図 2　資本的収支（税込み）

水道料金
17億4,231万円

その他収入
4億5,435万円

維持管理経費
6億4,887万円

減価償却費
10億2,708万円

借入金の利息
1億5,927万円

純利益
3億6,144万円

平成29年度
収益的収支

不足額
13億2,574万円

建設改良費
8億3,763万円

企業債償還金
5億6,310万円

加入分担金
7,499万円

平成29年度
資本的収支

支出 支出収入 収入

次
回
は
「
下
水
道
の
現
状
と
課
題
」

に
つ
い
て
、
２
月
号
（
２
月
20
日

発
行
）
で
紹
介
し
ま
す
。

使用水量 料金（1㎥当り）　（税抜）
豊科 穂高 三郷 堀金 明科

現
在

0㎥から 10㎥ 基本料金：1,426 円（メーター口径 13 ミリの場合）
11㎥から 30㎥ 144 円 182 円 144 円 144 円 206 円
31㎥から 100㎥ 172 円 195 円 172 円 162 円 224 円

101㎥以上 244 円

使用水量 料金（1㎥当り）　（税抜）
豊科 穂高 三郷 堀金 明科

答
申

0㎥から 7㎥ 基本料金：1,306 円（メーター口径 13 ミリの場合）
8㎥から 10㎥ 40 円
11㎥から 30㎥ 162 円

31㎥以上 184 円

●現在の水道料金体系と答申内容
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2月（February）の予定
2 月の各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

介護相談　　　　時平日 8：30 ～ 17：00　

場問中央地域包括支援センター（市役所 1 階）
　　（℡72-9986・FAX71-2503）
場問北部地域包括支援センター（穂高支所内）
　　（℡81-0760・FAX88-3711）　
場問南部地域包括支援センター（三郷支所内）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

子ども･ひとり親家庭･女性の相談 要予約

毎週月～金曜日　時 8：30 ～ 17：15　※11日は行いません
場問子ども支援課家庭児童相談室（℡71-2265・FAX72-2065）

消費生活相談　時平日8:30～17:15 （相談受付は16：00まで）

場問消費生活センター（市役所 2 階）（℡71-2100・FAX72-3176）
※消費者ホットライン（局番なし）188 番「嫌や！（イヤヤ！）」

2月の休日当番医 （変更になる場合があります。）長野県休日・夜間緊急医案内サービス　 0570-088199

14 日（木） 場市役所 4 階　会議室 401　※生活相談も含む

14 日（木） 場市役所 3 階　相談室 311

労働に関する相談　　　

15日（金） 場市役所3階　相談室312　※ 40 歳代前半まで
※ 1 回の相談時間 50 分で 3 枠。予約は前日の正午まで。

19日（火） 場市役所2階　相談室212
※ 1 回の相談時間 30 分で 3 枠。予約は12日（火）8：30～12：00（先着順）

問地域づくり課まちづくり推進係（℡71-2494・FAX 72-3176）

教育に関する相談

いじめ相談ホットライン	 時 8:30 ～ 17:15
毎週月～金曜日　※ 11 日は行いません

場問教育相談室（豊科公民館内）（℡73-1624・FAX72-2204）
教育全般（子育て・学校生活・不登校・発達障害など）	 時 10:00 ～ 16:00

毎週月～金曜日　※ 11 日は行いません

場問教育相談室（豊科公民館内）（℡72-2238・FAX72-2204）
※電話相談可。まずはお電話ください。

14日（木）　時13：00～15：00（相続・遺言手続・成年後見など）
場市役所 2 階　相談室 211・212
問長野県行政書士会松本支部（℡33-7166・FAX32-0151）
※開催日の2日前までにご予約ください。

行政書士による無料相談   要予約

心配ごと相談（★は行政相談委員による相談を同時開催）

９日（土）・★ 18日（月）	 時 13：00～16：00
場問堀金憩いの里うらら（℡73-5288・FAX73-5775）
５日（火）・★ 24日（日）	 時 13：00～16：00
場問穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
６日（水）・★ 20日（水）	 時 13：00～16：00
場問豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
７日（木）・★ 21日（木）	 時 13：00～16：00
場問三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
８日（金）・★ 22日（金）	 時 13：00～16：00
場問明科総合福祉センター「あいりす」（℡62-2429・FAX62-5025）

	 7・21日（木）	場問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
	12・26日（火）	場問堀金保健センター（℡81-0714・FAX81-0703）
	13・27日（水）	場問豊科保健センター（℡81-0713・FAX81-0703）
	 14日（木）	場問三郷保健センター（℡81-0714・FAX81-0703）

19日（火）	場問明科保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

こころの相談

ユニオンサポートセンターの相談会  要予約 	 時 18:00 ～ 20:00

中信労政事務所の相談会 	 時 13:00 ～ 16:00

わかもの就職サポート相談会  要予約 	 時 13:30 ～ 16:30

精神科医による精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～ 16:00

4・18・25日（月）・7日（木）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

精神科医による依存症相談  要予約 	 時 9:30 ～ 10:00

7日（木）　場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

児童・思春期精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～ 16:00

14・21・28日（木）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

 あずみ野断酒会	 時 19:00 ～ 21:00

6・13・20・27日（水）　
場豊科保健センター 2 階和室
問健康推進課健康支援担当（℡81-0711・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。※ 6・20 日は家族会

※予約は前日の 17：00 まで

問商工観光部商工労政課（℡71-2041・FAX72-1340）

★豊科中央児童館 TEL・FAX72-0122

みんなあつまれ 豆まき 1日（金） 10：30 ～ 11：30
要予約   定員 20 組　持ち物：飲み物

育児相談・身体測定 8日（金） 10：30 ～ 12：00

ファミリーサポート登録会 15日（金） 10：30 ～
持ち物：印鑑

卓球教室 16日（土） 14：00 ～ 15：00
要予約   対象：小学生以上　定員 10 人　持ち物：持参できる人はラケット

読み聞かせ 18日（月） 11：00 ～

みんなあつまれ ひな祭りの押し寿司づくり
要予約 100円   定員 20 組
持ち物：エプロン・三角巾・飲み物 21日（木） 10：30 ～ 11：30

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-０１８６

	みんなあつまれ 節分～豆まき会～ 2日（土） 10：30 ～ 11：30
要予約   定員 20 組

	読み聞かせ 8日（金） 11：00 ～ 11：20

お下がり会 15日（金） 10：30 ～ 11：00
出品者要申し込み。出品者は 10：15 までにお越しください。

	育児相談・身体測定 18日（月） 10：00 ～ 12：00

★堀金児童館 TEL71-2122・FAX71-2126

みんなあつまれ 五平餅づくり 1日（金） 10：30 ～ 11：30
要予約 50円   定員 15 組　持ち物：お皿・はし・フォーク

育児相談・身体測定 18日（月） 10：00 ～ 12：00

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152

囲碁・将棋を楽しもう 6・13・20・27
日（水） 15：15 ～ 16：15

対象：小学生以上　定員 10 人

チャレンジタイム ポップコーン & ギフトボックスづくり
要予約 50円   対象：小学生
定員 12 人 9日（土） 14：30 ～ 15：30

みんなあつまれ ママキッズ・ビクス⑥
要予約   定員 25 組
持ち物：運動のできる服装

14日（木） 10：30 ～ 11：30

育児相談・身体測定 15日（金） 10：30 ～ 12：00

みんなあつまれ 観劇会パート３ 28日（木） 10：30 ～ 11：30
要予約   定員 20 組　※職員による劇です。

読み聞かせ 1・15日（金） 11：00 ～

育児相談・身体測定 8日（金） 10：30 ～ 12：00

チャレンジタイム バレンタイン大作戦 !
要予約 100円   対象：小学生以上　
定員 10 人

9日（土） 10：00 ～ 12：00

★高家児童館 TEL・FAX72-5685

育児相談・身体測定 1日（金） 10：30 ～ 12：00

みんなあつまれ やしょうま作り 5日（火） 10：30 ～ 11：30
要予約 100円   定員 15 組　持ち物：エプロン・三角巾・水筒
※託児要相談

もぐもぐカフェ 7日（木）・26日
（火）・28日（木）

11：15 ～ 12：00
持ち物：お弁当・水筒

ファミリーサポート登録会 8日（金） 10：30 ～
持ち物：印鑑

TEL・FAX82-2527★穂高西部児童館

読み聞かせ 1・8日（金） 11：00 ～ 11：20

わらべうた 4・18・25日（月） 11：10 ～

育児相談・身体測定 8日（金） 10：30 ～ 12：00

みんなあつまれ！ 15日（金） 10：30 ～ 11：30
2 月生まれハッピーバースディ♡

チャレンジタイム クッキーづくり 23日（土） 10：30 ～ 12：00
要予約 100円   対象：小学生　定員 15 人　持ち物：エプロン・三角巾・
クッキー型

TEL・FAX83-5494★穂高北部児童館

クライミング教室 2日（土） 10：00 ～ 11：30
要予約   定員 15 人　持ち物：運動靴

読み聞かせ　ひばりの会さん 14日（木） 16：00 ～
対象：小学生以上

みんなあつまれ 楽しく交通安全を学ぼう
要予約   定員 20 組 15日（金） 10：30 ～ 11：30

育児相談・身体測定 18日（月） 10：30 ～

読み聞かせ 18日（月） 11：00 ～

地域の知恵袋 ちらし寿司 23日（土） 10：30 ～ 11：30
要予約   対象：乳幼児親子・小学生　定員 15 人　持ち物：飲み物

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124

3日（日） 10日（日） 11日（月）建国記念の日 17日（日） 24日（日）
古 川 医 院
82-4385［穂高］

や ざ き 診 療 所
62-2360［明科］

村 山 医 院
82-2101［穂高］

堀 内 医 院
82-3324［穂高］

平 林 医 院
62-2227［明科］

武 田 内 科 ク リ ニ ッ ク
88-6500［穂高］

石 田 医 院
72-2766［豊科］

須 澤 ク リ ニ ッ ク　
82-2993［穂高］

神 谷 小 児 科 医 院
72-5162［豊科］

髙 橋 医 院
82-2561［穂高］

こ う の 内 科 循 環 器 科
71-5881［豊科］

た か は し ク リ ニ ッ ク
77-7880［三郷］

あさひ内科クリニック
50-8075［豊科］

中 萱 医 院
77-2130［三郷］

山 田 医 院
72-3207［豊科］

山 本 歯 科 医 院
72-5748［豊科］

有 明 歯 科
88-8689［穂高］

丸山整形外科医院矯正歯科
72-7000［豊科］

天 野 歯 科 医 院
73-4182［豊科］

松 本 歯 科 医 院
82-8205［穂高］

2月の児童館の予定 …乳幼児対象　 …参加費　休館日…日曜・祝日
※市内 9つの児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。
　各事業の詳細は地域の児童館までお問い合わせください。
※キッズパークは就園前親子の皆さんが対象の登録制サークルです。

弁護士による無料法律相談  要予約

�　　　　　　　　 �
�　　　　　　　　 �

７日（木）→予約受付日 1月31日（木）
21日（木）→予約受付日14日（木）
時 13：30～16：30　※ひとり 20 分
場市役所 2 階　相談室 211
問地域づくり課　市民相談室（℡71-2496・FAX72-3176）
※定員8人を超えた場合は抽選（先着順ではありません）
※係争中の案件、既に弁護士へ相談中の案件はお受けできません。
※同じ案件の再相談、複数回の相談はお断りさせていただきます。

予約受付時間：午前9時～正午
予約は℡71-2496へ電話してください

★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621

育児相談・身体測定 15日（金） 10：30 ～ 12：00

	読み聞かせ 20日（水） 11：00 ～ 11：20

お下がり会 23日（土） 10：30 ～ 11：15
出品者要申し込み。出品者は 10：15 までにお越しください。

区・自治会に関する相談 要予約 　時 10:00 ～ 14:00

母乳・育児相談 ※母乳相談は 要予約 　時 9:30 ～ 11:00

27日（水）場堀金公民館会議室 2　※人権相談

問法務局松本支局（℡32-2571・FAX32-2572）

人権よろず困りごと相談　時10：00 ～ 15：00 

豊科3館共通　みんなで学ぼう ほめると叱るにはコツがある ～今日から活かすコーチング～　18日（月）10：30～11：30　会場：南穂高児童館
要予約   定員：15 組　※申し込みは通学区内の児童館へ申し込みください。託児も受け付けます。
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市内サテライト会場出展者等募集
信 州花フェスタ 2019 の期間中、安曇野市内に設置される２カ所のサテライト会場へ出展して

いただける個人・団体を募集します。一緒にイベントを盛り上げましょう！

作品や活動紹介パネル等を展示します。
●期間　2019 年 5月下旬～ 6月中旬
●場所　市役所東側ロビー　
●募集内容
▷生け花、フラワーアレンジメントなどの作品
▷花やみどりに関連する絵画、写真、工作、ネイ
チャークラフトなどの作品
▷個人または団体の取り組みを紹介するパネル

●出展料　無料（出展経費等は出展者負担）

安曇野の四季の移ろい、花やみどりを撮影した写真を集
めた写真展を行います。
●期間　2019 年 4月下旬～ 5月上旬　　
●場所　三郷文化公園体育館
●募集内容
▷市内で撮影した風景写真
▷市内の花やみどりを撮影した写真

●出展料　無料（フレーム等必要な備品は出展者用意）

記念シンポジウムの中で行うパネルディスカッショ
ンのパネリストを募集します。（謝礼有り）
●期間　2019 年 4月 28 日（日）午後
●場所　三郷文化公園体育館
●内容　　
▷テーマ「安曇野のみどり～この地に暮らす私た
ちとのつながり～（仮）」（パネリスト　ガーデ
ンデザイナー吉谷桂子さんほか）

●募集対象（3 人程度）
▷花やみどりに関する活動や取り組みをしてお
り、当日会場で発表できる人
▷自身の活動を紹介する資料（パワーポイント）
を作成し、提供できる人

●応募資格
市内在住または市内で活動
している団体、個人

●申し込み方法
まずは電話か電子メールでご連絡ください。
申込期限：3月 1日（金）午後 5時

●問い合わせ先
信州花フェスタ安曇野市実行委員会事務局
（都市計画課内）　℡ 71・2249　FAX72・3569

②あづみの風景写真展

③パネルディスカッションパネリスト

①展示出品

共通事項

電子メールは
こちらから

ホームページ
はこちらから

本庁舎夜間・休日開庁日
時間延長窓口2月5日（火）・19日（火）
 （午後５時 15 分から８時まで）

休日開庁日1月27日（日）・2月24日（日）
（午前８時30分から正午まで）
※転出入・転居等一部業務のみ取り扱い

ます。事前に問い合わせください。

一緒にフェアを

盛り上げてくれ

る人大募集！


